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東日本大震災の復興を支援しよう 

平成25年1月14日（月）、トーク安堵カルチャーセンターにおいて
「成人式」が行われました。安堵町の新成人は88人。新成人を代
表して山地菜月さんが「新成人の宣誓」を行いました。
また当日は、小学校の児童4人がキッズボランティアとして参加
し、多数の来賓や保護者の方、地域の皆様もお祝いに駆けつけてく
ださいました。

ご成人おめでとうございますご成人おめでとうございますご成人おめでとうございますご成人おめでとうございます



員
会
で
取
り
組
ん
で
い
ま
し
た
安
堵
中

学
校
給
食
再
開
に
向
け
て
給
食
施
設
設

計
委
託
料
の
補
正
予
算
案
が
提
出
さ
れ
、

満
場
一
致
で
可
決
し
ま
し
た
。

　

ま
た
、
議
員
発
議
に
よ
る
「
緊
急
事

態
基
本
法
の
早
期
制
定
を
求
め
る
意
見

書
」
が
提
出
さ
れ
、
可
決
さ
れ
ま
し
た
。

《
町
長
提
案
》

○
平
成
24
年
度
安
堵
町
一
般
会
計
補
正

予
算
（
補
正
第
４
号
）
に
つ
い
て

【
満
場
一
致　
承
認
】

•
補
正
額　
　
　
　
　

２
５
０
万
円
追
加

•
歳
入
歳
出
総
額

　
　
　

３
１
億
７
，５
３
４
万
６
千
円

•
主
な
補
正
内
容

　

下
水
道
事
業
特
別
会
計
繰
出
金

　

専
決
日
：
平
成
24
年
９
月
18
日

○
平
成
24
年
度
安
堵
町
一
般
会
計
補
正

予
算
（
補
正
第
５
号
）
に
つ
い
て

【
満
場
一
致　
承
認
】

•
補
正
額　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

０
円

•
歳
入
歳
出
総
額

３
１
億
７
，５
３
４
万
６
千
円

•
主
な
補
正
内
容

　

財
源
更
正　

地
方
債
限
度
額
の
増
額

　

専
決
日
：
平
成
24
年
10
月
11
日

○
平
成
24
年
度
安
堵
町
一
般
会
計
補
正

予
算
（
補
正
第
６
号
）
に
つ
い
て

【
満
場
一
致　
承
認
】

•
補
正
額　
　
　

６
５
５
万
２
千
円
追
加

•
歳
入
歳
出
総
額

　

３
１
億
８
，１
８
９
万
８
千
円

•
主
な
補
正
内
容

　

衆
議
院
議
員
総
選
挙
経
費

　

専
決
日
：
平
成
24
年
11
月
16
日

○
平
成
24
年
度
安
堵
町
下
水
道
事
業
特

別
会
計
補
正
予
算
（
補
正
第
２
号
）

に
つ
い
て　
　
　
【
満
場
一
致　
承
認
】

•
補
正
額　
　
　
　
　

１
５
０
万
円
追
加

•
歳
入
歳
出
総
額

　

３
億
２
，２
４
０
万
円

•
主
な
補
正
内
容

　

下
水
道
事
業
費

　

専
決
日
：
平
成
24
年
９
月
18
日

○
教
育
委
員
会
委
員
の
任
命
に
つ
き
同

意
を
求
め
る
こ
と
に
つ
い
て

　
【
満
場
一
致　
同
意
】

　

教
育
委
員
５
名
の
う
ち
、
岩
井

三
惠
子
氏
が
平
成
24
年
11
月
30
日
を

も
っ
て
辞
職
し
た
た
め
、
森
内
優
子

氏
（
東
安
堵
）
を
新
た
に
任
命
す
る

こ
と
に
つ
い
て
同
意
し
ま
し
た
。

（
残
任
期
間
：平

成
26
年
９
月
30
日
ま
で
）

○
人
権
擁
護
委
員
の
推
薦
に
つ
き
意
見

を
求
め
る
こ
と
に
つ
い
て　

【
満
場
一
致　

適
任
】

　

人
権
擁
護
委
員
３
名
の
う
ち
、
岡

田
治
子
氏
（
東
安
堵
）
が
平
成
25
年

３
月
31
日
を
も
っ
て
任
期
が
満
了
す

る
た
め
、
引
き
続
き
推
薦
す
る
こ
と

に
つ
い
て
適
任
と
し
ま
し
た
。

○
安
堵
町
暴
力
団
排
除
条
例
の
一
部
を

改
正
す
る
条
例
に
つ
い
て　

　
【
満
場
一
致　
可
決
】

「
暴
力
団
員
に
よ
る
不
当
な
行
為
の

防
止
等
に
関
す
る
法
律
」
の
一
部
改

正
に
伴
い
、
同
法
を
引
用
す
る
条
項

番
号
の
改
正
。

　

施
行
日
：
公
布
の
日

○
安
堵
町
指
定
地
域
密
着
型
サ
ー
ビ
ス

事
業
者
等
の
指
定
に
係
る
申
請
者
の

法
人
格
の
有
無
に
関
す
る
基
準
を
定

め
る
条
例
の
制
定
に
つ
い
て

　
【
満
場
一
致　
可
決
】

　

「
介
護
サ
ー
ビ
ス
の
基
盤
強
化
の

た
め
の
介
護
保
険
法
等
の
一
部
を
改

　

12
月
定
例
会
は
、
12
月
６
日
か
ら
14

日
ま
で
の
９
日
間
の
会
期
で
開
催
し
ま

し
た
。
な
お
、
今
回
提
出
さ
れ
た
人
事

案
件
、
条
例
の
制
定
案
、
補
正
予
算
案

な
ど
13
件
に
つ
い
て
審
議
さ
れ
、
原
案

ど
お
り
同
意
、可
決
・
承
認
さ
れ
ま
し
た
。

　

こ
の
ほ
か
、
最
終
日
の
一
般
質
問
で

は
、
６
人
の
議
員
が
中
学
校
武
道
必
修

化
、
商
工
会
福
祉
事
業
、
安
堵
小
学
校

の
外
国
語
活
動
の
推
進
、
自
主
防
災
組

織
、
ス
マ
ー
ト
イ
ン
タ
ー
周
辺
整
備
、

町
政
に
つ
い
て
な
ど
質
問
し
、
活
発
な

議
論
が
交
わ
さ
れ
ま
し
た
。

　

追
加
案
件
と
し
て
文
教
厚
生
常
任
委
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町　

議　

会　

だ　

よ　

り

　

平
成
24
年　
第
４
回
安
堵
町
議
会
定
例
会

専
決
処
分
（
補
正
予
算
）

人
事
案
件

条
例
制
定
等



正
す
る
法
律
」
の
一
部
改
正
に
伴

い
、
条
例
で
事
業
者
の
指
定
基
準
を

「
法
人
」
に
定
め
る
も
の
。

　

施
行
日
：
公
布
の
日

○
安
堵
町
指
定
地
域
密
着
型
サ
ー
ビ
ス

の
事
業
の
人
員
、
設
備
及
び
運
営
に

関
す
る
基
準
を
定
め
る
条
例
の
制
定

に
つ
い
て　
　
　
【
満
場
一
致　
可
決
】

　

地
域
の
自
主
性
及
び
自
立
性
を
高

め
る
た
め
の
推
進
を
図
る
た
め
の
関

係
法
律
の
整
備
に
関
す
る
法
律
（
５

月
２
日
公
布
。以
降「
第
１
次
一
括
法
」

と
い
う
。）
に
よ
り
、
介
護
保
険
法
の

一
部
改
正
に
伴
い
、
厚
生
労
働
省
で

定
め
ら
れ
て
い
た
指
定
地
域
密
着
型

サ
ー
ビ
ス
事
業
の
基
準
等
を
条
例
で

定
め
る
も
の
。

施
行
日
：
平
成
25
年
４
月
１
日

○
安
堵
町
指
定
地
域
密
着
型
介
護
予
防

サ
ー
ビ
ス
の
事
業
の
人
員
、
設
備
及

び
運
営
並
び
に
指
定
地
域
密
着
型
介

護
予
防
サ
ー
ビ
ス
に
係
る
介
護
予
防

の
た
め
の
効
果
的
な
支
援
の
方
法
に

関
す
る
基
準
を
定
め
る
条
例
の
制
定

に
つ
い
て　
　
　
【
満
場
一
致　
可
決
】

　

第
１
次
一
括
法
に
よ
り
、
介
護
保

険
法
の
一
部
改
正
に
伴
い
、
厚
生
労

働
省
で
定
め
ら
れ
て
い
た
指
定
地
域

密
着
型
介
護
予
防
サ
ー
ビ
ス
事
業
の

基
準
等
を
条
例
で
定
め
る
も
の
。

施
行
日
：
平
成
25
年
４
月
１
日

○
安
堵
町
布
設
工
事
監
督
者
の
配
置
基

準
及
び
資
格
基
準
並
び
に
水
道
技
術

管
理
者
の
資
格
基
準
に
関
す
る
条
例

の
制
定
に
つ
い
て【

満
場
一
致　
可
決
】

　

地
域
の
自
主
性
及
び
自
立
性
を
高

め
る
た
め
の
推
進
を
図
る
た
め
の
関

係
法
律
の
整
備
に
関
す
る
法
律
（
８

月
30
日
公
布
「
第
２
次
一
括
法
」
）

に
よ
り
、
水
道
法
の
一
部
改
正
に
伴

い
、
布
設
工
事
監
督
者
の
配
置　

基

準
等
を
条
例
で
定
め
る
も
の
。

　

施
行
日
：
平
成
25
年
１
月
１
日

○
王
寺
周
辺
広
域
休
日
応
急
診
療
施
設

組
合
規
約
の
変
更
に
つ
い
て

　
【
満
場
一
致　
可
決
】

　

障
害
者
自
立
支
援
法
の
名
称
が

「
障
害
者
の
日
常
生
活
及
び
社
会
生

活
を
総
合
的
に
支
援
す
る
た
め
の
法

律
」
に
改
め
ら
れ
た
こ
と
に
伴
い
、

名
称
を
変
更
す
る
も
の
。

施
行
日
：
平
成
25
年
４
月
１
日

○
平
成
24
年
度
安
堵
町
一
般
会
計
補
正

予
算
（
補
正
第
７
号
）　

【
満
場
一
致　
可
決
】

•
補
正
額　
　
　

１
，８
５
５
万
円
追
加

•
歳
入
歳
出
総
額３

２
億
４
４
万
８
千
円

•
主
な
補
正
内
容

　

人
事
異
動
等
に
伴
う
人
件
費

母
子
保
健
・
虐
待
管
理
事
業

後
期
高
齢
者
医
療
負
担
金
の
増
額

　

総
務
費　
　
　
　
　
　

８
５
６
万
円
増

　

民
生
費　
　
　
　
　
　
　

７
９
万
円
減

　

衛
生
費　
　

１
，１
５
１
万
２
千
円
増

　

土
木
費　
　
　
　

６
２
６
万
８
千
円
増

　

教
育
費　
　
　
　
　
　

７
０
０
万
円
減

○
平
成
24
年
度
安
堵
町
一
般
会
計
補
正

予
算
（
補
正
第
８
号
）　

　
【
満
場
一
致　

可
決
】

•
補
正
額　
　
　

７
８
２
万
１
千
円
追
加

•
歳
入
歳
出
総
額

　

３
２
億
８
２
６
万
９
千
円

•
主
な
補
正
内
容

　

教
育
費　
　
　
　

７
８
２
万
１
千
円
増

　

安
堵
中
学
校
給
食
施
設
整
備
事
業

（
設
計
委
託
料
）

○
「
緊
急
事
態
基
本
法
」
の
早
期
制
定

を
求
め
る
意
見
書

　
　
【
賛
成
者
多
数　
可
決
】

　

今
回
の
東
日
本
大
震
災
に
お
け

る
我
が
国
の
対
応
は
、
当
初
「
想
定

外
」
と
い
う
言
葉
に
代
表
さ
れ
る
よ

う
に
、
緊
急
事
態
に
お
け
る
取
り
組

み
の
甘
さ
を
国
民
と
世
界
に
広
く
知

ら
し
め
る
結
果
と
な
り
ま
し
た
。　

　

世
界
の
多
数
の
国
々
は
今
回
の
よ

う
な
大
規
模
自
然
災
害
時
に
は
「
非

常
事
態
宣
言
」
を
発
令
し
、
政
府
主

導
の
も
と
に
震
災
救
援
と
復
興
に
対

処
し
て
い
ま
す
。

　

我
が
国
の
よ
う
に
平
時
体
制
の
ま

ま
国
家
的
緊
急
事
態
を
乗
り
切
ろ
う

と
す
る
と
、
前
衛
部
隊
の
自
衛
隊
、

警
察
、
消
防
な
ど
の
初
動
態
勢
、
例

え
ば
部
隊
の
移
動
、
私
有
物
の
撤

去
、
土
地
の
収
用
な
ど
に
手
間
取

り
、
救
援
活
動
に
さ
ま
ざ
ま
な
支
障

を
来
し
、
そ
の
結
果
さ
ら
に
被
害
が

拡
大
し
ま
す
。

　

ま
た
原
発
事
故
へ
の
初
動
対
応
の

遅
れ
は
、
事
故
情
報
の
第
一
次
発
信

先
が
国
で
は
な
く
、
事
故
を
起
こ
し

た
東
京
電
力
当
事
者
と
い
う
と
こ
ろ

に
問
題
が
あ
り
ま
す
。
さ
ら
に
言
え

ば
、
我
が
国
の
憲
法
は
そ
の
前
文
に

代
表
さ
れ
る
よ
う
に
平
時
を
想
定
し

た
文
面
と
な
っ
て
お
り
、
各
国
に
見

ら
れ
る
よ
う
に
外
部
か
ら
の
武
力
攻

撃
、
テ
ロ
や
大
規
模
自
然
災
害
を
想

定
し
た
「
非
常
事
態
条
項
」
が
明
記

さ
れ
て
い
ま
せ
ん
。

　

平
成
16
年
５
月
に
は
そ
の
不
備
を

補
足
す
べ
く
、
民
主
、
自
民
、
公
明

３
党
が
「
緊
急
事
態
基
本
法
」
の
制
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議
員
発
議



定
で
合
意
し
ま
し
た
が
、
今
日
ま
で

置
き
去
り
に
さ
れ
て
い
ま
す
。
昨
年

来
、
中
国
漁
船
尖
閣
事
件
、
ロ
シ
ア

閣
僚
級
の
た
び
重
な
る
北
方
領
土
の

訪
問
、
北
朝
鮮
核
ミ
サ
イ
ル
の
脅
威

な
ど
、
自
然
災
害
以
外
に
も
国
民
の

生
命
、
財
産
、
安
全
を
脅
か
す
事
態

が
発
生
し
て
い
ま
す
。

　

よ
っ
て
、
国
会
及
び
政
府
に
お
か

れ
て
は
、
「
緊
急
事
態
基
本
法
」
を

早
急
に
制
定
さ
れ
る
よ
う
強
く
要
望

し
ま
す
。

　

以
上
、
地
方
自
治
法
第
99
条
の
規

定
に
よ
り
意
見
書
を
提
出
し
ま
す
。

　
　

平
成
24
年
12
月
14
日

　

奈
良
県
安
堵
町
議
会

・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・

田
中
幹
男　
委
員
長

　

平
成
24
年
10
月
19
日
、
11
月
12
日
に
文

教
厚
生
委
員
協
議
会
を
開
催
し
ま
し
た
。

　

会
議
で
は
、
教
育
委
員
会
か
ら
、
安

堵
町
立
中
学
校
給
食
導
入
検
討
委
員
会

で
の
検
討
が
終
了
し
、
教
育
委
員
会
に

　
　

な
お
、
診
療
可
能
な
医
療
機
関
に

つ
い
て
は
、
奈
良
県
の
保
健
予
防
課

の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
公
開
さ
れ
て
い

ま
す
。

そ
の
他
の
質
問

『
安
堵
小
学
校
運
動
会
強
行
開
催
に
つ

い
て
』

『
安
堵
町
地
域
公
共
交
通
タ
ク
シ
ー
助

成
事
業
に
つ
い
て
』

・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・

　

松
田
和
代　
議
員

問　
商
工
会
法
第
11
条
に
、「
社
会
一
般

の
福
祉
の
増
進
に
資
す
る
事
業
を
行

う
こ
と
」
と
あ
り
ま
す
が
、
町
は
商

工
会
の
活
動
に
対
し
公
益
性
を
認
め

毎
年
補
助
金
を
支
出
さ
れ
て
い
ま
す

が
、
現
在
ど
の
よ
う
な
事
業
を
し
、

計
画
を
お
も
ち
か
伺
い
ま
す
。

　
　

次
に
、
広
陵
町
商
工
会
で
は
、
ホ
ー

ム
ヘ
ル
パ
ー
養
成
講
座
な
ど
就
職
活

動
に
つ
な
が
る
事
業
を
さ
れ
て
い
ま

す
が
、
安
堵
町
商
工
会
と
し
て
も
事

10
月
17
日
の
毎
日
新
聞
に
よ
る
と
、

柔
道
の
授
業
や
部
活
動
中
に
頭
に
衝

撃
を
受
け
、
脳
せ
き
髄
液
減
少
症
に

な
っ
た
生
徒
が
中
高
生
で
３
人
、
内

１
人
は
授
業
中
に
な
り
ま
し
た
。
１

月
当
初
は
む
ち
打
ち
と
診
断
さ
れ
ま

し
た
が
、
６
月
に
脳
せ
き
髄
液
減
少

症
と
判
明
し
ま
し
た
。
現
在
、
患
者

を
正
し
く
診
察
で
き
る
医
者
が
全
国

に
四
、
五
人
し
か
い
な
い
の
が
現
状

で
、
県
の
医
療
体
制
、
県
と
の
連
携

に
つ
い
て
伺
い
ま
す
。

答　
教
育
長　

柔
道
の
履
修
は
、
柔
道

の
歴
史
、
礼
儀
作
法
、
基
本
動
作
、

技
の
練
習
な
ど
学
習
し
て
い
ま
す
。

　

最
終
授
業
に
行
う
試
合
も
、
生
徒

が
座
っ
た
状
態
か
ら
始
め
る
な
ど
、

安
全
に
配
慮
し
て
お
り
、
４
月
以
降

の
柔
道
指
導
中
に
お
け
る
ケ
ガ
は
発

生
し
て
い
ま
せ
ん
。

　
　

続
い
て
県
医
療
機
関
と
の
連
携
に

つ
い
て
で
す
が
、
脳
せ
き
髄
液
減
少

症
に
つ
い
て
特
に
柔
道
だ
け
に
特
化

し
た
医
療
機
関
と
の
連
携
は
あ
り
ま

せ
ん
が
、
奈
良
県
が
平
成
24
年
２
月

に
県
内
全
病
院
に
同
症
状
に
つ
い
て

診
療
状
況
を
調
査
し
ま
し
た
。
そ
の

結
果
、
診
療
可
能
な
医
療
機
関
が
６

病
院
あ
り
ま
す
。

提
出
さ
れ
た
報
告
書
の
内
容
等
に
つ
い

て
報
告
を
受
け
協
議
し
ま
し
た
。
ま

た
、
住
民
課
か
ら
乳
幼
児
医
療
費
に
つ

い
て
現
況
と
今
後
の
課
題
に
つ
い
て
説

明
を
受
け
ま
し
た
。

・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・

（
順
不
同
）

　

福
井
保
夫　
議
員

問　
平
成
24
年
４
月
か
ら
11
月
ま
で
の

ケ
ガ
等
は
あ
り
ま
す
か
。
平
成
24
年
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文
教
厚
生
常
任
委
員
会

委

員

長

報

告

要

旨

一

般

質

問

要

旨

『
中
学
校
武
道
必
修
化
実
施
状
況
に

つ
い
て
』

『
商
工
会
の
福
祉
事
業
に
つ
い
て
』

文教厚生委員協議会



業
を
行
っ
て
い
た
だ
き
た
い
と
思
い

ま
す
が
、
い
か
が
で
す
か
。
ま
た
実

施
す
る
と
す
れ
ば
、
町
か
ら
の
補
助

金
や
企
画
参
加
の
考
え
を
伺
い
ま
す
。

答　
産
業
建
設
課
長　

安
堵
町
商
工
会

で
は
チ
ャ
リ
テ
ィ
カ
ラ
オ
ケ
大
会
を

実
施
し
て
お
り
、
収
益
金
の
一
部
を

町
社
会
福
祉
協
議
会
や
日
赤
奉
仕
団

へ
寄
付
を
行
う
な
ど
の
事
業
を
実
施

し
て
い
ま
す
。

　
　

ま
た
、
産
業
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
、

ふ
れ
あ
い
盆
踊
り
大
会
な
ど
広
く
住

民
の
方
と
関
わ
る
イ
ベ
ン
ト
事
業
の

中
心
的
な
役
割
を
担
っ
て
い
ま
す
。

　
　

２
点
目
に
つ
い
て
は
、
広
陵
町
商

工
会
で
は
養
成
講
座
と
し
て
、
ホ
ー

ム
へ
ル
パ
ー
養
成
講
座
を
有
料
で
実

施
さ
れ
て
い
ま
す
。
町
商
工
会
と
し

て
は
、
町
の
商
工
業
の
発
展
の
た
め

に
事
業
者
の
経
営
改
善
や
地
域
振
興

に
力
を
入
れ
て
い
た
だ
き
た
い
と
考

え
て
い
ま
す
。
そ
の
よ
う
な
ニ
ー
ズ

が
多
く
必
要
で
あ
る
と
い
う
こ
と
で

あ
れ
ば
可
能
か
ど
う
か
を
踏
ま
え
検

討
課
題
と
し
助
言
さ
せ
て
い
た
だ
き

ま
す
。

・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・

淺
野　

勉　
議
員

問　
平
成
23
年
度
か
ら
新
学
習
指
導
要

領
の
完
全
実
施
に
よ
り
、
公
立
小
学

校
の
５
、
６
年
生
に
外
国
語
活
動
の

授
業
時
間
が
設
定
さ
れ
ま
し
た
。
安

堵
小
学
校
に
お
け
る
外
国
語
活
動
の

推
進
に
つ
い
て
５
項
目
伺
い
ま
す
。

①
校
務
分
掌
に
お
け
る
外
国
語
活
動
推

進
委
員
会
等
の
設
置
の
有
無
と
組
織

の
内
容
に
つ
い
て

②
現
５
年
生
及
び
６
年
生
に
お
け
る
外

国
語
活
動
の
推
進
目
標
に
つ
い
て

③
外
国
語
活
動
の
具
体
的
な
授
業
の
展

開
に
つ
い
て

④
町
費
任
用
の
Ａ
Ｌ
Ｔ
（
外
国
語
実
習

助
手
）
の
活
動
に
つ
い
て

⑤
安
堵
中
学
校
と
の
連
携
に
つ
い
て

答　
教
育
長　

５
つ
の
質
問
に
つ
い
て

答
え
ま
す
。

①
校
務
分
掌
に
お
け
る
外
国
語
活
動
推

進
委
員
会
等
の
設
置
は
し
て
お
り
ま

せ
ん
が
、
小
学
校
の
外
国
語
活
動
に

つ
い
て
は
、
外
国
語
活
動
担
当
教
諭

が
中
心
と
な
り
学
年
担
任
や
Ａ
Ｌ
Ｔ

と
連
携
し
学
習
活
動
の
計
画
を
立
て

て
い
ま
す
。

②
外
国
語
活
動
の
推
進
目
標
は
、「
楽

し
い
活
動
を
盛
り
込
み
な
が
ら
、
自

然
に
英
語
に
触
れ
る
機
会
を
持
た
せ

る
。」「
英
語
活
動
を
通
し
て
異
文
化

に
触
れ
さ
せ
る
。」
で
あ
り
、
学
年
の

発
達
段
階
に
合
わ
せ
た
内
容
で
授
業

を
行
っ
て
い
ま
す
。

③
外
国
語
活
動
の
授
業
は
、
主
に
特
別

教
室
で
行
い
ま
す
。

　
　

授
業
の
導
入
か
ら
展
開
は
10
〜
15

分
程
度
の
メ
ニ
ュ
ー
の
組
み
合
わ
せ

で
構
成
さ
れ
、
音
楽
に
合
わ
せ
て
英

語
独
特
の
リ
ズ
ム
や
抑
揚
を
体
得
さ

せ
る
活
動
や
カ
ー
ド
・
ワ
ー
ク
シ
ー

ト
を
使
っ
た
ゲ
ー
ム
な
ど
、
五
感
を

通
し
て
英
語
と
親
し
む
内
容
で
あ
り

ま
す
。

④
Ａ
Ｌ
Ｔ
は
、
原
則
月
曜
か
ら
木
曜
日

は
、
午
前
中
は
中
学
校
、
午
後
は
小

学
校
で
授
業
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　
　

金
曜
日
は
そ
の
逆
で
す
。
年
間
35

時
間
の
授
業
を
小
学
校
で
は
行
っ
て

い
ま
す
。
中
学
校
で
は
弁
論
大
会
の

指
導
に
協
力
し
て
い
ま
す
。

⑤
小
学
校
の
外
国
語
活
動
は
、
移
行
期

間
を
経
て
平
成
23
年
度
か
ら
完
全
実

施
し
て
お
り
、
児
童
の
実
態
に
合
わ

せ
た
校
内
の
指
導
計
画
の
改
善
に
努

め
て
い
ま
す
。

　
　

今
後
は
、
小
学
校
の
外
国
語
活
動

計
画
も
含
め
、
中
学
校
英
語
科
と
の

連
携
を
考
え
て
い
ま
す
。

・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・

　

山
岡　

敏　
議
員

問　
平
成
24
年
９
月
の
一
般
質
問
で
防

災
行
政
無
線
の
設
置
な
ど
に
つ
い
て

質
問
し
、
防
災
行
政
無
線
設
置
は
検

討
中
で
、
自
主
防
災
組
織
の
普
及
、

エ
リ
ア
メ
ー
ル
の
普
及
を
推
進
す
る

旨
の
答
弁
を
さ
れ
ま
し
た
。

　
　

そ
こ
で
、
エ
リ
ア
メ
ー
ル
の
現
在

の
状
況
及
び
住
民
へ
の
周
知
の
方
法

に
つ
い
て
、
ま
た
、
自
主
防
災
組
織

の
現
在
の
状
況
及
び
地
域
ご
と
の
自

主
防
災
組
織
の
設
置
に
つ
い
て
伺
い

ま
す
。

答　
総
務
課
長　

緊
急
エ
リ
ア
メ
ー
ル
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『
安
堵
町
立
安
堵
小
学
校
の
外
国
語

活
動
の
推
進
に
つ
い
て
』

『
自
主
防
災
組
織
に
つ
い
て
』



の
現
在
の
状
況
は
、
携
帯
電
話
会
社

ａ
ｕ
は
平
成
24
年
11
月
30
日
、
Ｎ
Ｔ

Ｔ
ド
コ
モ
及
び
ソ
フ
ト
バ
ン
ク
は
同

年
12
月
１
日
か
ら
サ
ー
ビ
ス
を
開
始

し
ま
し
た
。

　
　

緊
急
エ
リ
ア
メ
ー
ル
の
住
民
へ
の

周
知
に
つ
い
て
は
平
成
24
年
12
月
広

報
に
お
い
て
エ
リ
ア
メ
ー
ル
サ
ー
ビ

ス
の
導
入
に
つ
い
て
お
知
ら
せ
し
た

と
こ
ろ
で
す
。
今
後
も
、
広
報
な
ど

地
域
を
通
し
て
啓
発
し
て
い
き
た
い

と
考
え
て
い
ま
す
。

　
　

次
に
、
自
主
防
災
組
織
と
し
て

は
、
町
内
各
大
字
の
住
民
に
よ
る
安

堵
町
防
犯
・
防
災
推
進
協
議
会
が
組

織
さ
れ
て
い
ま
す
。
会
員
数
は
平
成

24
年
４
月
１
日
現
在
で
１
１
１
名
で

す
。

　
　

な
お
、
こ
の
協
議
会
の
常
任
の
役

員
、
理
事
等
は
各
大
字
の
会
員
か
ら

選
出
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
　

今
後
は
、
各
大
字
に
お
い
て
も
自

主
防
災
組
織
の
活
動
が
可
能
と
な
る

よ
う
防
災
士
の
養
成
や
防
災
講
習
等

を
重
ね
て
ま
い
り
た
い
と
考
え
て
い

ま
す
。

・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・

島
田
正
芳　
議
員

問　
大
和
ま
ほ
ろ
ば
ス
マ
ー
ト
イ
ン

タ
ー
チ
ェ
ン
ジ
周
辺
の
地
域
活
性
化

に
向
け
た
取
り
組
み
に
つ
い
て
伺
い

ま
す
。
ま
た
、
ス
マ
ー
ト
イ
ン
タ
ー

チ
ェ
ン
ジ
開
通
に
伴
い
、
流
入
人
口

が
増
加
す
る
と
考
え
ま
す
が
、
地
域

農
産
物
の
栽
培
、
加
工
品
の
販
売
な

ど
、
地
元
農
業
関
連
の
雇
用
増
加
に

つ
な
が
る
よ
う
な
計
画
が
あ
る
の
か

お
伺
い
し
ま
す
。

答　
産
業
建
設
課
長　

平
成
26
年
春
の

大
阪
側
開
通
を
目
指
し
、
工
事
も
順

調
に
進
ん
で
い
ま
す
。
現
在
の
取
組

に
つ
き
ま
し
て
は
、
近
隣
の
大
和
郡

山
市
・
川
西
町
・
安
堵
町
を
一
体
と

し
た
工
業
ゾ
ー
ン
と
し
て
取
り
組

む
、
大
和
ま
ほ
ろ
ば
ス
マ
ー
ト
イ
ン

タ
ー
チ
ェ
ン
ジ
利
活
用
協
議
会
が
平

成
24
年
７
月
に
発
足
し
、
定
期
的
に

会
合
を
持
ち
協
議
し
て
い
ま
す
。

　
　

次
に
、
安
堵
町
の
代
表
的
な
農
産

物
や
特
産
品
と
な
り
得
る
農
産
物
の

栽
培
は
、
安
堵
町
の
農
産
業
の
振
興

に
不
可
欠
で
あ
り
、
発
展
さ
せ
て
い

き
た
い
と
考
え
、
農
業
者
リ
ー
ダ
ー

会
議
の
方
々
の
協
力
の
下
、
具
体
化

に
向
け
協
議
し
て
い
ま
す
。

　
　

そ
の
結
果
、
農
産
業
の
発
展
が
雇

　

用
に
つ
な
が
れ
ば
と
考
え
て
い
ま
す
。

・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・

　

田
中
幹
男　
議
員

問　
西
本
町
政
に
替
わ
り
、
間
も
な
く

２
年
半
に
な
ろ
う
と
し
て
い
ま
す

が
、
こ
の
間
最
大
の
成
果
は
コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ
バ
ス
の
実
現
（
タ
ク
シ
ー
助

成
含
む
）
だ
と
考
え
て
い
ま
す
。

　
　

今
後
、
将
来
を
見
据
え
、
町
政

を
ど
う
い
う
方
向
に
向
か
わ
せ
る

の
か
、
今
の
人
口
減
を
ど
う
食
い
止

め
、
安
全
・
安
心
の
安
堵
町
を
実
現

さ
せ
る
の
か
を
町
長
に
お
聞
き
し
ま

す
。

答　
町
長　

私
が
就
任
し
て
、
ま
ず
、

町
内
の
環
境
美
化
に
取
り
組
み
た
い

と
思
い
、
職
員
に
よ
る
月
一
回
の
清

掃
活
動
、
タ
ウ
ン
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
の

実
施
、
火
葬
場
使
用
料
の
助
成
、
そ

し
て
住
民
の
皆
様
が
強
く
望
ん
で
い

ま
し
た
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
バ
ス
と
公
共

タ
ク
シ
ー
事
業
の
実
現
を
い
た
し
ま

し
た
。
公
共
交
通
は
特
に
ま
ち
づ
く

り
に
欠
か
せ
な
い
も
の
と
認
識
し
て

い
ま
す
。

　
　

こ
れ
ら
の
施
策
は
、
安
全
・
安
心

の
安
堵
町
の
実
現
に
大
い
に
役
立
つ

も
の
と
考
え
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
り

ま
す
。

　
　

し
か
し
、
当
町
は
人
口
８
千
人
弱

の
小
さ
な
自
治
体
で
あ
り
ま
す
。
限

ら
れ
た
財
政
の
中
、
大
都
市
近
郊
で

も
あ
る
こ
と
か
ら
一
つ
の
分
野
に
特

化
す
る
の
は
無
理
が
あ
り
、
多
方
面

に
バ
ラ
ン
ス
良
く
施
策
を
組
み
立
て

る
こ
と
が
第
一
と
考
え
ま
す
。

　
　

安
堵
町
の
将
来
に
つ
い
て
は
、
平

成
24
年
度
に
策
定
し
ま
し
た
第
４
次

総
合
計
画
に
安
堵
町
が
向
か
う
べ
き

姿
が
凝
縮
さ
れ
て
い
ま
す
。
財
源
の

許
す
中
で
、
住
環
境
、
生
活
環
境
の

整
備
を
中
心
と
し
な
が
ら
、
福
祉
等
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『
大
和
ま
ほ
ろ
ば
ス
マ
ー
ト
イ
ン
タ
ー

チ
ェ
ン
ジ
の
全
面
開
通
後
の
周
辺
整
備

等
に
つ
い
て
』

『
西
本
町
政
が
め
ざ
す
方
向
性
に

つ
い
て
』



に
つ
い
て
も
今
後
力
を
入
れ
て
い
く

部
分
だ
と
十
分
認
識
し
て
い
ま
す
。

御
理
解
の
ほ
ど
よ
ろ
し
く
お
願
い
し

ま
す
。

そ
の
他
の
質
問

　
『
タ
ウ
ン
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
に
つ
い
て
』

・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・

　

福
井
保
夫　
議
員

　

平
成
24
年
11
月
27
日
か
ら
28
日
に
か

け
て
、
安
堵
町
議
会
と
し
て
高
知
県
高

岡
郡
檮
原
町
へ
赴
き
視
察
研
修
を
実
施

し
ま
し
た
。
檮
原
町
は
町
面
積
の
91
％

を
森
林
が
占
め
、
四
国
カ
ル
ス
ト
に
抱

か
れ
た
自
然
豊
か
な
町
で
、
天
誅
組
の

吉
村
虎
太
郎
ゆ
か
り
の
地
で
す
。

　

研
修
テ
ー
マ
は
、
「
自
然
エ
ネ
ル

ギ
ー
を
活
か
し
た
取
組
」
、
「
小
中
一

貫
教
育
に
つ
い
て
」
で
す
。

　

研
修
前
に
庁
舎
案
内
が
あ
り
ま
し

た
。
外
観
は
木
造
製
コ
ン
テ
ナ
を
積
み

上
げ
た
よ
う
な
幾
何
学
的
木
造
３
階
建

構
造
物
で
、
檮
原
産
の
杉
材
を
ふ
ん
だ

ん
に
使
用
し
た
構
造
で
、
暖
か
い
木
の

ぬ
く
も
り
に
包
ま
れ
て
い
ま
し
た
。

　

研
修
会
場
は
議
場
を
使
わ
れ
、
壁
面

の
扉
を
開
け
る
と
中
か
ら
電
動
で
議
長

席
や
演
壇
が
せ
り
出
し
て
き
ま
し
た
。

議
場
の
利
用
は
年
間
数
日
で
、
議
会
会

期
以
外
は
、
多
目
的
ホ
ー
ル
や
会
議
室

と
し
て
利
用
さ
れ
て
お
り
、
災
害
時
に

は
緊
急
対
策
本
部
と
し
て
の
機
能
を
も

備
え
て
い
ま
し
た
。

　

研
修
に
入
り
、
一
つ
目
の
テ
ー
マ
で

あ
る
「
自
然
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
活
か
し
た

取
組
」
に
つ
い
て
は
、
風
力
・
水
力
・

太
陽
光
に
よ
る
発
電
に
つ
い
て
説
明
さ

れ
ま
し
た
。
各
発
電
所
で
発
電
し
た
電

気
は
、
町
内
公
共
施
設
や
道
路
の
街
路

灯
の
電
力
に
使
わ
れ
、
余
っ
た
電
気
は

電
気
会
社
へ
売
電
し
、
得
た
収
益
を
町

風
車
環
境
整
備
基
金
へ
積
立
て
ら
れ
て

い
ま
し
た
。

　

な
お
、
一
般
世
帯
の
太
陽
光
発
電
設

置
状
況
は
、
１
１
３
世
帯
が
設
置
さ

れ
、
設
置
に
対
す
る
補
助
金
が
キ
ロ

ワ
ッ
ト
当
た
り
20
万
円
で
す
。
今
後
も

二
酸
化
炭
素
削
減
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
と
し

て
、
当
面
の
目
標
は
、
風
力
発
電
６
基

を
設
置
し
、
電
力
の
自
給
率
１
０
０
％

を
目
指
さ
れ
て
い
ま
し
た
。
安
堵
町
に

お
い
て
は
、
太
陽
光
発
電
シ
ス
テ
ム
の

各
公
共
施
設
へ
の
設
置
を
検
討
し
て
い

く
べ
き
だ
と
思
い
ま
す
。

　

次
に
二
つ
目
の
テ
ー
マ
で
あ
る
「
小

中
一
貫
教
育
に
つ
い
て
」
は
、
檮
原
町

で
は
学
校
依
存
で
な
く
、
地
域
を
挙

げ
て
の
戦
略
的
に
育
成
す
る
地
域
の
学

校
、
町
全
体
の
学
校
と
し
て
平
成
23
年

に
三
つ
の
小
学
校
・
一
つ
の
中
学
校

が
統
合
し
檮
原
学
園
が
開
校
さ
れ
ま
し

た
。　

　

教
育
方
針
は
、
４
・
３
・
２
の
ま
と

ま
り
を
大
切
に
し
た
９
年
間
の
系
統
的

な
教
育
の
実
践
で
す
。

　

５
年
生
か
ら
ゆ
る
や
か
な
教
科
担
任

制
を
導
入
、
日
常
的
な
児
童
生
徒
の
交

流
と
し
て
毎
月
第
一
月
曜
日
の
全
校
集

会
、
９
年
生
か
ら
１
、
２
年
生
に
読
み

聞
か
せ
、
縦
割
り
班
に
よ
る
清
掃
、
ラ

ン
チ
ル
ー
ム
で
全
校
一
斉
給
食
。

　

行
事
に
よ
る
児
童
生
徒
交
流
と
し

て
、
入
学
式
、
運
動
会
を
実
施
さ
れ
て

い
ま
す
。

　

ま
た
、
基
礎
基
本
の
定
着
と
学
力
向

上
と
し
て
、
中
学
校
担
当
教
諭
の
乗
り

入
れ
授
業
や
全
校
授
業
研
究
、
各
種
検

定
の
推
進
、
中
学
生
海
外
研
修
（
若
干

名
）
な
ど
実
施
さ
れ
て
い
ま
し
た
。

　

安
堵
町
に
お
い
て
も
、
自
然
エ
ネ
ル

ギ
ー
活
用
・
小
中
一
貫
教
育
で
は
特
に

英
語
力
の
強
化
等
、
安
堵
町
の
状
況
に

合
っ
た
も
の
を
と
り
い
れ
、
町
行
政
全

体
で
取
り
組
ん
で
い
く
べ
き
で
あ
る
と

思
い
ま
す
。

　

最
後
に
、
檮
原
町
の
全
職
員
が
『
い

ら
っ
し
ゃ
い
ま
せ
』
と
来
訪
者
に
あ
い

さ
つ
。
こ
の
あ
い
さ
つ
が
檮
原
町
の
す

べ
て
を
表
し
、
ま
た
、
行
政
サ
ー
ビ
ス

の
根
本
を
み
た
思
い
が
し
ま
し
た
。

・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
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視

察

報

告

要

旨

第
１
回
安
堵
町
議
会
定
例
会

　

初
日　

３
月
５
日
（
火
）

　
　
　
　

午
前
10
時

　

場
所
：
役
場
４
階　

議
場

※
会
期
は
、
概
ね
10
日
間
程
度
で
す
。

※
定
例
会
は
、
３
月
、
６
月
、
９
月
、

12
月
に
開
か
れ
て
い
ま
す
。

お
問
い
合
わ
せ

　

議
会
事
務
局

　

☎
５
７
‐
１
５
１
１
（
内
線
５
２
２
）

議
会
開
催
予
定
日 檮原町庁舎前

ゆ 

す
は 

ら
ち
ょ
う



確定申告相談のご案内

【必要書類等】

①印鑑

②給与や公的年金等の源泉徴収票、その他所得を証明する書類

③生命保険料、地震保険料、健康保険料、介護保険料、国民年金保険料等の支払証明書等

④医療費の領収書や寄附金等の証明書（平成24年１月～12月までの支払いに係るもの）

　ただし、控除の対象にならない場合もあります

⑤その他確定申告に必要な書類等

　（前年度の確定申告書の控えがあれば、参考にご持参ください）

◎確定申告会場は混雑します。インターネット環境とパソコンがあれば確定申告書等は、
国税庁ホームページ（http://www.nta.gp.jp）の「確定申告書等作成コーナー」で作
成できます！

奈良税務署では、次の日程で日曜日にも「確定申告の相談、受付等」を行います。

2月24日（日）、3月3日（日）　午前9時～午後5時

場所は、奈良税務署（奈良市登大路町81）のプレハブ会場です。

なお、駐車場はございませんので、公共交通機関をご利用ください。

※年金受給者対象の申告相談は、安堵町役場での開催はありません。
　また、昨年まで「いかるがホール」で開催していた上記対象者以外の一般の方の相談に

ついては、今年は開催しませんのでご注意ください。

　皆様にはご不便をおかけしますが、ご理解のほどよろしくお願いします。

※開催日初日と午前中は、大変混み合うことが予想されます。

※会場での受付は、混雑状況等により、予定時刻より早めに締め切らせていただく場合があ

ります。

※昼休みの時間帯は、少人数の担当者での対応となります。あらかじめご了承ください。

◎平成23年分の確定申告より、公的年金受給者の所得税の確定申告手続きが変更されていま

す。詳しくは、11ページのお知らせをご参照ください。

2月6日（水）～2月8日（金）

午前9時30分～午後4時

いかるがホール

斑鳩町興留10-6-43

・年金受給者

・還付申告者

開　催　日　時 場　　　　所 対　象　者

※相続税、贈与税、不動産・株式等の譲渡所得等の相談は行っていません。

◆ 所得税の確定申告について、次のとおり申告相談を開催します。
　 なお、【公的年金受給者】と【還付申告者】の方を対象にしていますので、ご注意ください。

～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～
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平成24年分所得税確定申告

奈 良 税 務 署 か ら の お 知 ら せ

検索

国税庁・申告書に印字されている住所等に変更があった場合には、訂正して使用することができ
ます。

・事業所得、不動産所得、譲渡所得、退職所得などがあり、他の申告書等の様式が必要な
場合には、国税庁ホームページの「確定申告書等作成コーナー」をご利用いただくか、
必要な書類を明記の上、郵送等により税務署に請求してください。

　なお、郵送等で請求いただく際には、住所・氏名を記載し必要な金額の　切手を貼付し
た返信用封筒を併せて送付してください。

・何かご不明な点等がございましたら、税務署までお尋ねください。

所得税等の確定申告書及びその関係書類は、前年の申告内容に基づき、平成24年10月末のデータにより作成して
いますので、次の点にご注意ください。

大阪国税局・奈良税務署　☎0742－26－1201 

　各会場は大変混雑します。ご自宅で国税庁ホームページの「確定申告書等作成コーナー」などで確
定申告書等を作成の上、インターネットで送信いただくか、プリンタで印刷して郵送等でご提出くだ
さい。

開 催 期 間 開 催 時 間 会 場 名 所 在 地
午前９時３０分～午後４時 西奈良県民センター 奈良市登美ヶ丘2－1－51２月　  日（火）～２月　  日（金）５ １５

○還付申告センター（奈良会場）

※土・日・祝日は開催していません。
※2月15日以前に開設する会場は、還付申告者のための専用会場ですので、ご注意ください。
※土地・建物・株式等の譲渡所得や贈与税の相談は各会場で行っておりませんので、税務署までお越しください。
　なお、平成25年４月中旬まで、税務署の駐車場はご利用いただけません。
※開催日初日と午前中は大変混み合うことが予想されます。
　相談会場へは遅くとも午後3時30分（イオンホールは午後4時）までにお越しください。
　ただし、混雑の状況により早めに受付を終了させていただく場合があります。
※昼休みの時間帯は、少人数の職員で対応していますのでご了承ください。 
※各会場への電話でのお問い合わせはご遠慮ください。

開 催 期 間 開 催 時 間 会 場 名 所 在 地

午前１０時～午後４時３０分 イオンホール
大和郡山市下三橋町741
イオンモール大和郡山２Ｆ

２月　  日（月）～２月　  日（金）１８ ２２

午前９時３０分～午後４時 生駒市図書会館 生駒市辻町238２月　  日（水）～３月　  日（金）２７ １

○税理士等による地区相談会場

開 催 期 間 開 催 時 間 会 場 名 所 在 地
午前９時３０分～午後４時

午前９時３０分～午後４時

午前９時３０分～午後４時

午前９時３０分～午後４時

いかるがホール

天理市文化センター

プリズムへぐり

奈良県立図書情報館

斑鳩町興留10－6－43

天理市守目堂町117

平群町西宮2－1－6

奈良市大安寺西1－1000

○出張相談会場等

２月　  日（水）～２月　  日（金）
２月　  日（木）～２月　  日（金）
２月　  日（水）～２月　  日（木）
２月　  日（火）～２月　  日（木）

６
７
１３
１９

８
８
１４
２８

　　　個人で事業や不動産貸付等を行う全ての方は

記帳と帳簿等の保存が必要になります！！

法律の改正により
平成26年１月から
法律の改正により
平成26年１月から

記帳・帳簿等の保存制度や記帳の内容の詳細は、国税庁ホームページ（http://www.nta.go.jp）を
ご覧いただくか、最寄りの税務署までお問い合わせください。

～～～～～～～～～～～～～

～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～
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平成25年度から適用される町・県民税の主な改正について

生命保険料控除の改正
＜改正の概要＞
　現行の生命保険料控除は、「一般の生命保険料控除」と「個人年金保険料控除」の2種類に分けられており、
それぞれの控除上限額が3.5万円（合計で控除上限額7万円）となっています。今回の改正では、従来「一般の
生命保険料控除」の対象に含まれていた「介護保障又は医療保障を内容とする主契約又は特約に係る支払保険
料等」について、新たに「介護医療保険料控除」として別枠扱いとなり、3種類に分けられることになりまし
た。それぞれの控除上限額は2.8万円で、合計での控除上限額は従来と同様で7万円となっています。

　この改正の対象となるのは、平成24年1月1日以降に締結した保険契約等に係る控除であり、平成23年12月
31日以前に締結した保険契約等に係る控除については、改正前の規定に基づき控除計算をすることになります。

＜【新契約】と【旧契約】の双方について生命保険料控除の適用を受ける場合の控除額の計算＞
　新契約と旧契約の双方の支払保険料等について、一般の生命保険料控除または個人年金保険料控除の適用を
受ける場合には、一般の生命保険料控除または個人年金保険料控除の控除額は、それぞれ次の①及び②の合計
額（上限28,000円）になります。
①新契約の支払保険料については、表１により計算した金額
②旧契約の支払保険料については、表２（従前の計算式）になります。
注：ただし、②の旧契約のみで計算した控除額が、28,000円を超える場合は表２で計算した控除額になります。

＜所得税における生命保険料控除の改正について＞
　所得税における生命保険料控除の取り扱いについても、町・県民税と同様に改正されています。
　しかし、所得税と町・県民税では、控除額などで取り扱いに違いがありますので、ご注意ください。
　なお、所得税における生命保険料控除の改正について、詳しくは国税庁ホームページをご覧ください。
　（http://www.nta.go.jp)

１

退職所得に係る改正
＜改正の概要＞
　退職所得に係る町・県民税については、所得割税額からその10％を税額控除する仕組みとなっていましたが、
この10％税額控除の制度が廃止されることとなりました。

　この改正は、平成25年1月1日以降に支払われる退職所得に係る町・県民税から適用されます。

２

　一般の生命保険料控除、介護医療保険料控除、個人年金
保険料控除の控除額について、それぞれ次の表のとおり計
算します。

●平成24年1月1日以降に締結した保険契約等【新
契約】に係る控除額の計算

【お問い合わせ】　役場税務課　☎５７－１５１1 

支払保険料の金額
支払保険料の金額×2分の1＋6,000円
支払保険料の金額×4分の1＋14,000円
28,000円   

支払保険料の金額
表１　【新契約】に係る控除額計算式

生命保険料控除額
12,000円以下
12,000円超　32,000円以下
32,000円超　56,000円以下
56,000円超

　平成23年12月31日以前に締結した保険契約等について
は、従前の計算式が適用されます。一般の生命保険料控
除、個人年金保険料控除の控除額について、それぞれ次の
表のとおり計算します

●平成23年12月31日以前に締結した保険契約等
【旧契約】に係る控除額の計算

支払保険料の金額
支払保険料の金額×2分の1＋7,500円
支払保険料の金額×4分の1＋17,500円
35,000円

支払保険料の金額
表２　【旧契約】に係る控除額計算式

生命保険料控除額
15,000円以下
15,000円超　40,000円以下
40,000円超　70,000円以下
70,000円超

＜生命保険料控除の改正イメージ＞

全体の控除上限額　7万円改正前

全体の控除上限額　7万円改正後

【新契約】平成24年1月1日以降に締結した保険契約等

個人年金保険料控除
控除上限額　3.5万円

一般の生命保険料控除
控除上限額　3.5万円

個人年金保険料控除
控除上限額　3.5万円

一般の生命保険料控除
控除上限額　3.5万円

一般の生命保険料
控　除

控除上限額　2.8万円

介護医療保険料
控　除

控除上限額　2.8万円

個人年金保険料
控　除

控除上限額　2.8万円

【旧契約】平成23年12月31日以前に締結した保険契約等【旧契約】平成23年12月31日以前に締結した保険契約等

一般生命保険料控除及び個人年金保険料控除につき、【新契
約】と【旧契約】の両方について控除の適用を受ける場合は、
控除適用上限額は、それぞれで合計2.8万円となります

Heart Full Information　広報あんど
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「はたちの献血」キャンペーン
1月 1日～ 2月 28日

これまでに献血をされたことが
ない方も、これを機に一度献血
をしてみませんか？
あなたのご協力をお待ちしてい
ます。

　

平
成
23
年
分
の
確
定
申
告
か
ら
、
公

的
年
金
等
に
係
る
雑
所
得
を
有
す
る
方

で
、
次
の
要
件
の
す
べ
て
に
該
当
す
る

場
合
に
は
、
所
得
税
の
確
定
申
告
書
の

提
出
が
不
要
と
な
り
ま
し
た
。

①
公
的
年
金
等
の
収
入
金
額
（
２
カ
所

以
上
あ
る
場
合
は
、
そ
の
合
計
額
）

が
、
４
０
０
万
円
以
下

②
公
的
年
金
等
に
係
る
雑
所
得
以
外
の

所
得
金
額
が
、
20
万
円
以
下

注
意　

こ
の
要
件
に
該
当
す
る
場
合
で

あ
っ
て
も
、

◆
所
得
税
の
還
付
を
受
け
る
場
合
な

ど
は
、
確
定
申
告
書
を
提
出
す
る
必

要
が
あ
り
ま
す
。
詳
し
く
は
、
奈

良
税
務
署
（
☎
０
７
４
２
‐
２
６
‐

１
２
０
１
）
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

◆
所
得
税
の
確
定
申
告
書
の
提
出
が

不
要
で
も
、
住
民
税
の
申
告
が
必
要

と
な
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。
詳
し
く

は
、
役
場
税
務
課
（
☎
０
７
４
３
‐

５
７
‐
１
５
１
１
）
に
ご
相
談
く
だ

さ
い
。

　

介
護
保
険
は
、
社
会
全
体
で
介
護
の

負
担
を
支
え
合
う
制
度
で
す
。
誰
も
が

安
心
し
て
サ
ー
ビ
ス
を
受
け
ら
れ
る
よ

う
、
保
険
料
の
納
付
を
お
願
い
し
ま
す
。

な
お
、
保
険
料
を
滞
納
し
て
い
る
と
、

滞
納
期
間
に
応
じ
て
次
の
よ
う
な
給
付

制
限
を
受
け
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

１
年
以
上
滞
納
す
る
と

　

介
護
費
用
を
い
っ
た
ん
全
額
負
担
し

な
け
れ
ば
サ
ー
ビ
ス
が
受
け
ら
れ
な
い

よ
う
に
な
り
ま
す
。
（
申
請
に
よ
り

後
か
ら
介
護
保
険
給
付
分
（
９
割
）
が

戻
っ
て
き
ま
す
。
）

１
年
半
以
上
滞
納
す
る
と

　

一
時
的
に
給
付
の
一
部
ま
た
は
全
部

が
差
し
止
め
ら
れ
ま
す
。

２
年
以
上
の
滞
納
が
あ
る
と

　

サ
ー
ビ
ス
を
利
用
す
る
時
に
、
滞
納
期

間
に
応
じ
て
自
己
負
担
が
１
割
か
ら
３
割

に
引
き
上
げ
ら
れ
た
り
、
高
額
介
護
サ
ー

ビ
ス
費
が
受
け
ら
れ
な
く
な
り
ま
す
。

お
問
い
合
わ
せ

健
康
福
祉
課

（
福
祉
保
健
セ
ン
タ
ー
内
）

　

☎
５
７
‐
１
５
９
０

　

FAX
５
７
‐
１
５
９
２

　

冬
は
献
血
者
が
減
少
し
、
輸
血
用
血

液
が
不
足
し
ま
す
。
安
全
な
血
液
を
安

定
的
に
確
保
す
る
た
め
に
献
血
に
ご
協

力
お
願
い
し
ま
す
。

　

仕
事
や
家
事
等
で
お
忙
し
い
と
は
思

い
ま
す
が
、
お
時
間
に
都
合
の
良
い
方

は
、
献
血
に
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

日
時　

２
月
20
日
（
水
）

　
　
　

午
後
１
時
30
分
〜
４
時
ま
で
受
付

場
所　

安
堵
町
役
場　

１
階
玄
関
前

持
ち
物

　

献
血
カ
ー
ド(

お
持
ち
の
方)

、
本
人

確
認
が
ま
だ
の
方
（
献
血
カ
ー
ド
を
お

持
ち
で
な
い
方
）
は
、
ご
自
身
を
証
明

で
き
る
も
の
（
運
転
免
許
証
、
保
険
証

な
ど
）
を
ご
持
参
く
だ
さ
い
。

お
問
い
合
わ
せ

　

奈
良
県
赤
十
字
血
液
セ
ン
タ
ー

　

☎
５
６
‐
５
９
１
６

　

FAX
５
６
‐
４
８
９
４

◆
救
急
法
一
般
普
及
（
Ａ
基
礎
・
Ｂ
養
成
）

講
習

（
Ａ
）
救
急
法
基
礎
講
習
会

　

日
時　

３
月
17
日
（
日
）

　
　
　
　

午
前
９
時
30
分
〜
午
後
３
時

（
Ｂ
）
救
急
法
救
急
員
養
成
講
習
会

　

日
時 　

３
月
23
日
（
土
）・
24
日
（
日
）

　
　
　
　

午
前
９
時
30
分
〜
午
後
５
時

　

場
所　

Ａ
・
Ｂ
共
に

大
和
郡
山
市
社
会
福
祉
会
館

（
大
和
郡
山
市
植
槻
町
３
‐
８
）

◆
災
害
時
要
援
護
者
生
活
支
援
講
習

　

日　

時

　
　

３
月
10
日
（
日
）

　
　

午
前
９
時
30
分
〜
午
後
３
時
30
分

場　

所

　

日
本
赤
十
字
社
奈
良
県
支
部
会
議
室

　

お
問
い
合
わ
せ
・
申
し
込
み

日
本
赤
十
字
社
奈
良
県
支
部

〒
６
３
０
‐
８
１
３
３　
　
　
　
　

奈
良
市
大
安
寺
１
‐
２
３
‐
２　

☎
０
７
４
２
‐
６
１
‐
５
６
６
６

FAX
０
７
４
２
‐
６
１
‐
５
７
５
６
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介
護
保
険
料
の
納
め
忘
れ
に

ご
注
意
く
だ
さ
い

今
、
あ
な
た
の
献
血
が
必
要
で
す

赤
十
字
講
習
会
の
開
催
に
つ
い
て



　

放
送
大
学
で
は
、
現
在
平
成
25
年
度
第
１

学
期
（
４
月
入
学
）
の
学
生
を
募
集
中
で
す
。

　

放
送
大
学
は
、
テ
レ
ビ
等
の
放
送
や
イ

ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を
通
し
て
学
ぶ
通
信
制
の

大
学
で
す
。
心
理
学
・
福
祉
・
経
済
・
歴
史
・

文
学
・
自
然
学
科
な
ど
、
幅
広
い
分
野
を
学

べ
ま
す
。
働
き
な
が
ら
学
ん
で
大
学
を
卒
業

し
た
い
、
学
び
を
楽
し
み
た
い
な
ど
、
様
々

な
目
的
で
幅
広
い
世
代
、
職
業
の
方
が
学

ん
で
い
ま
す
。

○
15
歳
以
上
の
方
な
ら
、
１
科
目
か
ら
選

科
履
修
生
・
科
目
履
修
生
と
し
て
入
学

で
き
ま
す
。

○
18
歳
以
上
で
大
学
入
学
資
格
を
お
持
ち

の
方
な
ら
、
入
学
試
験
は
な
く
、
全
科

履
修
生
と
し
て
入
学
で
き
、
４
年
以
上

在
学
し
て
、
１
２
４
単
位
を
取
得
し
卒

業
す
る
と
、
学
士
（
教
養
）
の
学
位
を

取
得
で
き
ま
す
。

○
一
つ
の
分
野
を
体
系
的
に
学
び
た
い
方

に
は
「
放
送
大
学
エ
キ
ス
パ
ー
ト
」
を

実
施
し
て
い
ま
す
。

※
出
願
期
間
は
２
月
28
日
ま
で
。

※
資
料
を
無
料
で
差
し
上
げ
て
い
ま
す
。

お
問
い
合
わ
せ

　

放
送
大
学
奈
良
学
習
セ
ン
タ
ー

　

☎
０
７
４
２
‐
２
０
‐
７
８
７
０

放
送
大
学
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
も
受
け
付

け
て
い
ま
す
。

　

寒
い
日
が
続
き
ま
す
。
通
勤
・
通
学

に
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
バ
ス
を
利
用
し
ま
せ

ん
か
？

　

バ
ス
車
内
は
、
暖
房
も
入
っ
て
い

て
、
通
勤
・
通
学
の
合
間
に
ち
ょ
っ
と

ほ
っ
こ
り
し
た
気
持
ち
に
も
な
り
ま

す
。

　

毎
日
、
ご
利
用
い
た
だ
く
と
同
乗
の

方
と
顔
見
知
り
に
も
な
り
、
そ
こ
で
新

た
な
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
が
生
ま
れ
ま
す
。

そ
れ
が
、
地
域
の
活
性
化
に
も
つ
な
が

り
ま
す
。

　

み
ん
な
で
乗
っ
て
、
地
域
を
盛
り
上

げ
ま
し
ょ
う
！

◆
運
賃

○
町
内
で
乗
降
す
る
場
合

　

１
乗
車
あ
た
り　

大
人　
１
０
０
円

　
　
　
　
　
　
　
　

小
人　　

５
０
円

○
平
端
駅
で
乗
降
す
る
場
合

　

１
乗
車
あ
た
り　

大
人　
２
０
０
円

　
　
　
　
　
　
　
　

小
人　
１
０
０
円

◆
回
数
券
の
販
売

○
販
売
価
格

１
，０
０
０
円　
１
０
０
円
券
11
枚
綴
り

　
　
　

５
０
０
円　　

５
０
円
券
11
枚
綴
り

○
販
売
場
所

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
バ
ス
車
内
、
安
堵
町

役
場
会
計
室
、
福
祉
保
健
セ
ン
タ
ー

　

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
バ
ス
が
運
行
で
き
な

い
北
部
の
地
域
と
町
公
共
施
設
の
間
を

結
ぶ
地
域
公
共
交
通
タ
ク
シ
ー
助
成
事

業
が
昨
年
10
月
か
ら
始
ま
っ
て
い
ま
す
。

　

こ
の
事
業
は
、
タ
ク
シ
ー
利
用
料
金

に
つ
い
て
、
５
０
０
円
を
助
成
す
る
も

の
で
、
利
用
に
は
、
事
前
に
タ
ク
シ
ー

利
用
助
成
券
の
交
付
を
受
け
て
お
く
必

要
が
あ
り
ま
す
。

　

い
ざ
と
い
う
時
の
た
め
、
ま
ず
は
利

用
助
成
券
の
交
付
申
請
を
し
て
お
き
ま

し
ょ
う
。

【
申
請
】

場
所　

役
場
２
階
総
務
課

時
間　

午
前
８
時
30
分
〜
午
後
５
時
15
分

※
役
場
開
庁
日
に
限
り
ま
す
。

【
必
要
な
物
】

　

印
鑑
と
住
所
な
ど
を
確
認
で
き
る
も

の
（
運
転
免
許
証
・
健
康
保
険
証
な
ど
）

○
こ
ん
な
利
用
も
で
き
ま
す
（
問
い
合

わ
せ
を
基
に
作
成
し
て
い
ま
す
）。

•
役
場
で
降
車
し
、
徒
歩
で
資
料
館
へ

•
役
場
で
降
車
し
、
徒
歩
で
郵
便
局
又

　

は
医
院
へ

•
カ
ル
チ
ャ
ー
セ
ン
タ
ー
で
降
車
し
、

整
骨
院
へ

お
問
い
合
わ
せ

　

役
場
総
務
課　

☎
５
７
‐
１
５
１
１

Heart Full Information　広報あんど
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毎週日曜 朝９時より

安堵中学校南側

■主催：ほっと安堵朝市実行委員会
■お問い合わせ：産業建設課　☎57－1511 

2月10日（日）振舞い豚汁をします。是非お越しください。

雨天でも開催
しています

売り切れ
次第閉店させ
て頂きます

相
談
日
　

２
月
12
日（
火
）

時 

間
　

午
後
１
時
〜
３
時

場 

所
　

役
場
３
階
会
議
室

※

相
談
は
無
料
で
、秘
密
は
守
ら
れ

ま
す
。

　

お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

２
月　

人
権
、行
政
相
談
日

放
送
大
学

４
月
生
募
集
の
お
知
ら
せ

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
バ
ス
に

乗
ろ
う
！

地
域
公
共
交
通
タ
ク
シ
ー

助
成
の
交
付
申
請
を
！



日
時　

３
月
３
日
（
日
）

　
　
　

午
後
１
時
30
分
〜

場
所　

　

ト
ー
ク
安
堵
カ
ル
チ
ャ
ー
セ
ン
タ
ー

　

多
目
的
ホ
ー
ル

講
師

　

法
政
大
学
教
授　

坂
本　

勝　
氏

定
員　

４
０
０
名

申
し
込
み
方
法

「
記
紀
・
万
葉
リ
レ
ー
ト
ー
ク
参
加
希

望
」（
会
場
名
を
必
ず
ご
記
入
く
だ
さ

い
）・
参
加
希
望
者
名
（
２
名
ま
で
）・

郵
便
番
号
・
住
所
・
電
話
番
号
を
ご

記
入
の
上
、往
復
ハ
ガ
キ
・
Ｅ
メ
ー
ル
・

Ｆ
Ａ
Ｘ
の
い
ず
れ
か
で
お
申
し
込
み

く
だ
さ
い
。

【
往
復
ハ
ガ
キ
で
お
申
し
込
み
の
場
合
】

宛
先　

　

〒
５
３
０
‐
０
０
０
１

大
阪
市
北
区
梅
田
３
‐
３
‐
10

梅
田
ダ
イ
ビ
ル
４
Ｆ

（
株
式
会
社
Ｊ
Ｔ
Ｂ

　
　
　

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
ズ
内
）

「
記
紀
・
万
葉
リ
レ
ー
ト
ー
ク
」事

務
局

※
往
復
ハ
ガ
キ
１
枚
に
つ
き
、
２
名
様

　

寒
い
日
が
続
き
ま
す
が

家
に
こ
も
っ
て
い
な
い
で
、

ち
ょ
っ
と
体
を
動
か
し
て

み
ま
せ
ん
か
。

軽
ス
ポ
ー
ツ

　

第
２
・
４
土
曜
日　
午
前
９
時
30
分
〜

ス
リ
ー
タ
ッ
チ

　

第
１
・
３
金
曜
日　
午
前
９
時
30
分
〜

Ｇ
Ｌ
Ｅ
Ｅ

　

月
曜
日　
午
前
９
時
30
分
〜

　

以
上
３
種
目
は
安
堵
中
央
公
園
体
育
館

フ
ラ
ダ
ン
ス

第
２
・
４
木
曜
日

午
後
１
時
30
分
〜

ひ
び
き
の
体
育
館

小
学
生
ダ
ン
ス

　

金
曜
日　
午
後
５
時
〜

　

小
学
校
体
育
館

　

く
わ
し
く
は
、
安
堵
中
央
公
園
体
育

館
玄
関
の
チ
ラ
シ
を
ご
ら
ん
く
だ
さ
い
。

年
度
途
中
の
入
会
も
Ｏ
Ｋ
で
す
。
参
加

を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

お
問
い
合
わ
せ

　

☎
０
７
０
‐
６
５
０
０
‐
６
３
５
６

　
（
笹
田
）
ま
で 

　

体
育
館
で
の
カ
ー
リ
ン

　

グ
を
体
験
し
て
み
ま
せ

　

ん
か
。

日
時　

２
月
９
日
（
土
）

　
　
　

23
日
（
土
）

　
　
　

午
前
９
時
30
分
〜

※
体
育
館
シ
ュ
ー
ズ
を
お
持
ち
く
だ
さ

い
。

　

多
数
の
参
加
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

ま
で
お
申
し
込
み
い
た
だ
け
ま
す
。

【
Ｅ
メ
ー
ル
・
Ｆ
Ａ
Ｘ
で

　
　
　
　
　

お
申
し
込
み
の
場
合
】

宛
先

◆
Ｅ
メ
ー
ル
：

　

narakikim
anyo@

jtbcom
.com

◆
Ｆ
Ａ
Ｘ
：

　

０
６
‐
６
３
４
８
‐
１
３
７
５

※
い
ず
れ
の
方
法
で
お
申
し
込
み
い
た

だ
い
た
場
合
に
も
そ
れ
ぞ
れ
の
方
法

で
参
加
票
を
ご
返
送
い
た
し
ま
す
。

※
申
し
込
み
は
、
定
員
に
な
り
次
第
、

締
め
切
り
ま
す
。

※
定
員
に
空
き
が
あ
る
場
合
は
当
日
参

加
も
可
能
で
す
。

参
加
料　

無
料

お
問
い
合
わ
せ

「
記
紀
・
万
葉
リ
レ
ー
ト
ー
ク
」
事
務

局☎
０
６
‐
６
３
４
８
‐
０
１
７
２

平
日
：
月
〜
金

午
前
10
時
〜
午
後
５
時

　

Ｅ
メ
ー
ル

　

narakikim
anyo@

jtbcom
.com

広報あんど　Heart Full Information

「
ヤ
マ
ト
の
王
の
始
ま
り
物
語

ー
神
武
・
崇
神
記
を
中
心
に
ー
」

な
ら
記
紀
・
万
葉
リ
レ
ー
ト
ー
ク

下流ではアユの遡上が
確認されている大和川。
子どもたちが遊べる

大和川をとり戻すために、
家庭からの汚れた生活排水を
少なくする取り組みに
ご協力ください。

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・
大和川の汚れの原因の約８割が、台所やお風呂、
洗濯などの家庭から出る生活排水です。だから、
各家庭で汚れた生活排水を少しづつ減らすこと
で、大和川の水をきれいにすることができます。

汚れた生活排水を減らす工夫
「取組１：残さない」食事は食べる分量だけ作り、
残らないようにしましょう！「取組２：ふき取る」食器
やフライパンなどの汚れは、布や紙で拭き取ってから
洗いましょう。！「取組３：流さない」食べ残しや
残りクズは直接流さないようにしましょう！

問い合わせ先：国土交通省 近畿地方整備局 大和川河川事務所
電話072（971）1381

２月は「水質改善強化月間」
大和川の水環境を考える月です

大和川水環境協議会からのお知らせ

カ
ー
リ
ン
グ
体
験
会
【
無
料
】

13
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社　　名
住　　所

創業年月
従業員数
電　　話
Ｆ　Ａ　Ｘ

ヤマト精工株式会社
〒639-1066
生駒郡安堵町西安堵134-6
昭和58年2月
72名
0743-57-4468
0743-57-2703
株式会社ジェイテクトのグループ
会社

事業内容 ベアリング用コロ製造

【モノづくりを通じて豊かな社会づくりに貢献】
　一般の方にはあまり目に触れる機会がなく馴染みの少ないベアリングですが、ベアリングは産業界の
“米”と呼ばれ、自動車はもちろんあらゆる機械の回転部分には必ず使われている部品です。
私たちは、株式会社ジェイテクトのグループ会社としてKOYOブランドベアリングのコロと呼ばれる部
品を製造し「もとう！問題意識」「やろう！改善」「えよう！信頼」をモットーに高い技術を駆使し全
員の創意工夫により高品質な製品をお客さまに提供しています。

【安全先行・品質第一】
　企業にとって安全は何物にも勝るものです。人に対して
の安全は、従業員が朝出社して１日の仕事を終え無事に自
宅に帰す使命。また 製品に対する安全は品質です。
ミクロン（1000分の1ミリ）単位の精度を維持して高品
質・長寿命の製品を提供し、お客様の満足と信頼に応える
ことが社会的責任のひとつと考えています。

【環境に貢献】
　最近、脚光を浴びているのが環境問題です。自然エネル
ギーを活用した風力発電の風車用ベアリングのように直接
環境設備に使用されるもの、新幹線車軸用ベアリングなど
軽量化、高速回転、長寿命さらにエネルギーロスを低減し
て省エネ・省資源などに貢献するもの、これらの環境にや
さしいモノづくりに取り組んでまいります。

あなたの企業及び事業所を広報誌に掲載してみませんか？
お問い合わせ・申し込みは、安堵町商工会事務局まで　☎０７４３－５７－１５２４　ＦＡＸ０７４３－５７－１５２６

★町内の企業及び事業所のみなさんへ★

安堵町企業紹介 第１１号

安堵町のまちづくりや活性化を目的として
平成24年度より広報誌において、町内の企業を順次紹介しています。
安堵町のまちづくりや活性化を目的として
平成24年度より広報誌において、町内の企業を順次紹介しています。
安堵町のまちづくりや活性化を目的として
平成24年度より広報誌において、町内の企業を順次紹介しています。

代表取締役社長 田中　　弘 氏

ヤマト精工株式会社

Heart Full Information　広報あんど

お知らせ● ●
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か
つ
て
安
堵
町
を
通
っ
て
運
行
さ
れ

た
、
天
理
軽
便
鉄
道
の
最
終
運
行
日
（
昭

和
20
年
２
月
11
日
）
に
ち
な
み
、
復
元

車
両
な
ど
を
運
転
し
ま
す
。
館
内
を
手

作
り
の
鉄
道
模
型
が
走
り
ま
す
。
模
型

の
運
転
体
験
も
で
き
ま
す
。

日
　

時
　

２
月
11
日
（
月
・
祝
）

　
　
　
　

午
後
１
時
30
分
〜

協
　

力
　

「
模
型
大
学
」、
鉄
道
Ｏ
Ｂ
会

参
加
料
　

入
館
料

　

も
ち
は
人
生
の
節
目
な
ど
、
人
々
の

暮
ら
し
の
折
々
に
、
搗
い
て
は
食
さ
れ

て
き
ま
し
た
。
当
日
は
ち
び
っ
こ
を
ま

じ
え
て
、
古
代
米
の
も
ち
を
杵
や
臼
を

使
っ
て
搗
き
ま
す
。

日
　

時
　

２
月
17
日
（
日
）

　
　
　
　

午
後
１
時
〜

協
　

力
　

灯
芯
保
存
会

参
加
料
　

入
館
料
（
幼
児
・
小
中
学
生

は
入
館
料
無
料
）

申
し
込
み
　

80
名
（
申
し
込
み
順
）

※
事
前
に
館
に
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

　

む
か
し
の
暮
ら
し
の
中
で
、
よ
く
寒

の
時
期
に
作
り
置
か
れ
た
、
か
き
も
ち

や
、
キ
リ
コ
（
あ
ら
れ
）
作
り
を
体
験

し
ま
す
。
か
き
も
ち
を
わ
ら
で
編
む
作

業
も
体
験
し
ま
す
。

日
　

時
　

２
月
24
日
（
日
）

　
　
　
　

午
後
１
時
30
分
〜

参
加
料
　

入
館
料
＋
１
０
０
円（
材
料
費
）

申
し
込
み
　

15
名
（
申
し
込
み
順
）

※

事
前
に
館
に
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

　

当
館
の
茶
室
を
１
室
１
日
に
つ
き

５
０
０
０
円
で
お
貸
し
し
て
い
ま
す
。

　

詳
し
く
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

親子もちつき大会

か
き
も
ち
・
き
り
こ
作
り

体
験
会

親
子
も
ち
つ
き
大
会

天
理
軽
便
鉄
道

模
型
運
転
会

FAX

【
お
問
い
合
わ
せ
】

　

安
堵
町
歴
史
民
俗
資
料
館

　
　
　

（
大
字
東
安
堵
１
３
２
２
）

　

☎
57‐

５
０
９
０

　
　

57‐

８
８
９
５

【
入
館
料
】
大
人
　
　
　

２
０
０
円

　
　
　
　
　

大
・
高
生
　

１
０
０
円

　
　
　
　
　

小
・
中
生
　
　

５
０
円

 

〜 

昔
の
食 

〜

つ

あ

き
ね

う
す

つ

梅

２月の花２月の花２月の花

ご
あ
ん
な
い

かきもち

鉄道模型

　

安
堵
町
絵
画
展
を
開
催
し
ま
す
の
で
、

多
数
の
ご
出
品
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

期
間

　

３
月
14
日
（
木
）
〜
17
日
（
日
）

場
所

　

ト
ー
ク
安
堵
カ
ル
チ
ャ
ー
セ
ン
タ
ー

　

展
示
ホ
ー
ル

出
品
資
格　

町
内
在
住
及
び
在
勤
の
方

出
品
点
数　

１
人
３
点
以
内

大　
き　
さ　

自
由

題　
　

材　

自
由

申
込
・
搬
入
期
間

　

３
月
７
日
（
木
）
〜
10
日
（
日
）

申
込
・
搬
入
場
所

　

ト
ー
ク
安
堵
カ
ル
チ
ャ
ー
セ
ン
タ
ー

作
品
搬
出
日　

３
月
18
日
（
月
）

そ
の
他

出
品
料
は
無
料
で
す
。
出
品
作
品
に

つ
い
て
は
細
心
の
注
意
を
い
た
し
ま

す
が
、
万
一
の
破
損
・
汚
損
の
場
合

は
責
任
を
お
い
か
ね
ま
す
の
で
、
あ

ら
か
じ
め
ご
了
承
く
だ
さ
い
。

お
問
い
合
わ
せ

　

ト
ー
ク
安
堵
カ
ル
チ
ャ
ー
セ
ン
タ
ー

　

☎
５
７
‐
２
２
８
１

広報あんど　Heart Full Information15
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安
堵
町
絵
画
展

　

作
品
募
集
　



学びと育ちのページ学びと育ちのページ学びと育ちのページ
２月号２月号

11

16

安
堵
中
学
校

11

20

平成25年平成25年

新
入
生

　

一
日
体
験
入
学

新
入
生

　

一
日
体
験
入
学

６
年
生
の
児
童
が
中
学
校
を
訪
れ
、

校
内
見
学
や
中
学
校
の
先
生
の
授
業

を
受
け
ま
し
た
。

寒
さ
に
負
け
な
い
健
康
な
体
づ
く
り

を
め
ざ
し
て
、
朝
の
時
間
に
楽
し
く

走
り
ま
し
た
。
納
会
の
日
に
は
、
保

護
者
の
方
の
応
援
を
受
け
、
一
生
懸

命
走
り
ま
し
た
。

歌
や
劇
・
合
唱
な
ど
園
児
た
ち
が

仲
間
と
一
緒
に
た
く
さ
ん
練
習
し

た
成
果
を
多
く
の
人
の
前
で
披
露

し
ま
し
た
。

サ
ン
タ
ク
ロ
ー
ス
さ
ん
と
一
緒
に

歌
っ
た
り
、
先
生
達
の

劇
を
見
た
り
、
と
て
も

楽
し
そ
う
で
し
た
。

１
年
生
に
え
ん
ぴ
つ
の
持
ち
方
を

教
え
て
も
ら
っ
た
り
、
手
づ
く
り

け
ん
玉
で
楽
し
く
遊
ん
だ
り
し
ま

し
た
。

こ
ど
も
た
ち
と
一
緒
に
お
い
も
を
掘
っ
て

食
べ
た
り
、
中
学
生
が
作
っ
た
お
も
ち
ゃ

で
遊
ん
だ
り
し
ま
し
た
。

楽
し
く
走
ろ
う
会
納
会

パ
ン
づ
く
り

幼
児
と
の

ふ
れ
あ
い
体
験

発
表
会

ク
リ
ス
マ
ス
会

楽
し
く
走
ろ
う
会
納
会

新
入
生
体
験
入
学

幼
児
と
の

ふ
れ
あ
い
体
験

発
表
会

ク
リ
ス
マ
ス
会

お
話
コ
ン
サ
ー
ト

お
話
コ
ン
サ
ー
ト

中
学
校
の
吹
奏
楽
部
の
冬
の
コ
ン
サ
ー

ト
と
、
６
年
生
の
子
ど
も
た
ち
は
、
ね

こ
じ
ゃ
ら
し
さ
ん
と
一
緒
に
練
習
し

た
、
こ
と
ば
あ
そ
び
「
あ
い
う
え
お
」

を
披
露
し
ま
し
た
。

昔
の
道
具
を
使
っ
て
稲
こ
き
を
体
験

し
ま
し
た
。
地
域
の
方
々
に
手
ほ
ど

き
を
受
け
な
が
ら
脱
穀
を
行
い
ま
し

た
。

安
堵
小
学
校

11

30

だ
い
ど
う
幼
稚
園

12

15

安
堵
保
育
園

12

20安
堵
小
学
校
５
・
６
年
生

安
堵
中
学
校
吹
奏
楽
部

12

18

安
堵
中
学
校
３
年
生

安
堵
保
育
園

だ
い
ど
う
幼
稚
園

安
堵
小
学
校
５
年
生

12

10

安
堵
小
学
校

11

22

古
代
米　

稲
こ
き

古
代
米　

稲
こ
き

Heart Full Information　広報あんど 16
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町
　

長
　

賞

感想文　
私
は
今
ま
で「
死
」に
つ
い
て
深
く
考
え
た
こ
と
が
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。
最
近
、テ
レ
ビ
な
ど
で
よ
く
耳
に
す
る
自
殺
。

い
じ
め
や
暴
力
が
原
因
で
自
ら
命
を
絶
っ
て
し
ま
う
。
そ
ん
な
悲
し
い
こ
と
が
世
の
中
で
は
た
く
さ
ん
起
こ
っ
て
い
る

の
で
す
。
こ
の
本
に
出
会
い
、
生
き
る
と
い
う
こ
と
に
関
し
て
考
え
方
が
変
わ
り
ま
し
た
。

　
主
人
公
の
少
年
も
自
殺
を
し
、
死
ん
で
し
ま
っ
た
は
ず
で
し
た
。
し
か
し
、
自
殺
し
た
少
年
の
魂
が
、
記
憶
を
全
て

無
く
し
、
さ
ら
に
他
人
の
人
生
だ
と
思
い
込
ん
だ
う
え
で
、
も
う
一
度
自
分
の
人
生
を
体
験
し
て
い
き
ま
す
。

　
軽
蔑
し
、
悪
者
だ
と
思
っ
て
い
た
両
親
と
、
徐
々
に
向
き
合
っ
て
い
け
た
の
は
、
少
年
が
真
っ
白
な
状
態
で
本
音
で

ぶ
つ
か
っ
て
い
っ
た
か
ら
だ
と
思
い
ま
す
。
少
年
が
、
時
に
は
き
つ
す
ぎ
る
ぐ
ら
い
正
直
に
物
を
言
っ
た
の
は
他
人
の

人
生
だ
と
思
い
込
ん
で
い
た
か
ら
で
す
。
も
し
自
分
が
少
年
だ
っ
た
と
し
て
も
、
同
じ
よ
う
に
親
に
対
し
て
反
抗
す
る

と
思
い
ま
し
た
。
魂
が
入
れ
変
わ
っ
て
い
な
か
っ
た
ら
、
き
っ
と
、
両
親
と
分
か
り
合
う
こ
と
が
出
来
な
か
っ
た
と
思

い
ま
す
。
何
も
か
も
悪
い
人
じ
ゃ
な
か
っ
た
こ
と
、
本
当
は
温
か
く
見
守
っ
て
、
愛
し
て
く
れ
て
い
た
こ
と
。
最
初
そ

の
こ
と
に
気
づ
い
た
と
き
、
と
ま
ど
っ
た
と
思
い
ま
す
。
と
同
時
に
、
家
族
の
大
切
さ
を
知
り
、
自
分
の
大
き
な
誤
解
に
、

少
し
う
し
ろ
め
た
さ
が
あ
っ
た
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。
家
族
だ
け
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
身
の
回
り
に
あ
ふ
れ
て
い
る
、

大
切
な
も
の
、
近
す
ぎ
て
分
か
り
に
く
い
大
切
な
も
の
を
、
少
年
は
少
し
ず
つ
、
発
見
し
て
い
っ
た
の
で
す
。

　
私
は
、
ク
ラ
ス
メ
ー
ト
た
ち
に
、
気
軽
に
し
ゃ
べ
り
か
け
た
り
、
分
か
ら
な
い
こ
と
が
あ
る
と
先
生
に
質
問
し
た
り

し
ま
す
。
と
こ
ろ
が
、
主
人
公
で
あ
る
少
年
は
、
私
と
違
い
、
み
ん
な
と
あ
ま
り
関
係
を
も
た
な
い
内
気
な
性
格
で
し
た
。

だ
か
ら
、
初
め
て
友
達
が
で
き
た
と
き
は
、
飛
び
上
が
る
ぐ
ら
い
う
れ
し
か
っ
た
と
思
い
ま
す
。
何
で
も
話
せ
て
、
気

が
合
う
仲
間
が
い
る
こ
と
は
、
幸
せ
だ
な
と
感
じ
ま
し
た
。
友
達
の
存
在
は
、
少
年
が
考
え
て
い
た
よ
り
、
は
る
か
に

大
き
か
っ
た
の
で
す
。

　
人
間
は
、
必
ず
し
も
完
璧
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
良
い
面
も
悪
い
面
も
両
方
も
っ
て
い
ま
す
。「
み
ん
な
そ
う
だ
よ
。
い

ろ
い
ろ
な
絵
の
具
を
も
っ
て
い
る
ん
だ
。
き
れ
い
な
色
も
、き
た
な
い
色
も
」
こ
の
本
に
は
そ
う
あ
り
ま
し
た
。
確
か
に
、

た
が
い
に
傷
つ
け
合
っ
た
り
し
て
嫌
な
気
分
に
な
る
と
き
も
あ
り
ま
す
。
で
も
、
相
手
を
思
い
や
る
心
や
、
優
し
さ
、

愛
情
が
あ
っ
て
、支
え
合
い
な
が
ら
生
き
て
い
る
ん
だ
と
思
い
ま
し
た
。
こ
の
世
の
中
が
あ
ま
り
に
も
カ
ラ
フ
ル
す
ぎ
て
、

つ
い
自
分
を
見
失
っ
た
り
し
ま
す
。
そ
ん
な
時
こ
そ
、
い
つ
も
と
違
っ
た
視
線
で
、
周
り
を
見
つ
め
な
お
す
こ
と
が
重

要
だ
と
感
じ
ま
し
た
。

　「
今
日
と
明
日
は
ぜ
ん
ぜ
ん
ち
が
う
。
明
日
っ
て
い
う
の
は
今
日
の
つ
づ
き
じ
ゃ
な
い
ん
だ
」
と
い
う
言
葉
が
出
て
き

ま
す
。
そ
れ
は
、
明
日
に
甘
え
て
生
き
る
の
で
は
な
く
、
今
を
一
生
け
ん
命
生
き
ろ
と
い
う
作
者
か
ら
の
メ
ッ
セ
ー
ジ

だ
と
思
い
ま
す
。
少
年
が
、
い
く
つ
も
の
困
難
に
会
い
、
悩
ん
だ
り
苦
し
ん
だ
り
し
た
よ
う
に
、
私
に
も
将
来
大
き
な

壁
が
ま
っ
て
い
る
と
思
い
ま
す
。
で
も
決
し
て
く
じ
け
な
い
で
、
前
向
き
に
今
を
生
き
れ
ば
、
未
来
は
ち
が
っ
て
く
る

は
ず
で
す
。
こ
の
本
か
ら
学
ん
だ
こ
と
を
忘
れ
な
い
よ
う
に
、ど
ん
な
困
難
も
乗
り
こ
え
ら
れ
る
よ
う
な
、強
い
人
に
な
っ

て
い
き
た
い
で
す
。

「
カ
ラ
フ
ル
な
世
界
」

安
堵
中
学
校
２
年　

河
本　

彩
音

　第6回　安堵町読書感想文・感想画コンクール表彰式が昨年12月20日（木）に町長室にて行わ

れました。受賞者には、西本町長と楮山教育長より、賞状と記念品が授与されました。

　なお、本コンクールに出品された読書感想画は1月28日（月）～2月15日（金）の間、トーク

安堵カルチャーセンターロビーにて展示しています。また、テーマになった本の紹介もありま

す。ぜひ、ご覧ください。

町
　

長
　

賞

中
学
生
の
部



お と な

※対象者には通知します。 ※場所はいずれも福祉保健センター

事 業 名

事 業 名 日 　時 対 象 持ちもの 内 容 等

日  時 対  象 持 ち も の 内 容 等

健康 カ レ ン ダ ー

2 歳 児 親 子
歯科健康診査

3 歳 6 か 月 児
健 康 診 査

２月７日（木）
午後１時１０分～受付
※時間を区切り指
定します。

２月１日（金）
午後１時３０分～２時
受付

平成22年11月30日
～平成23年2月7日
生まれの児

満3歳6か月～9か月

3 歳 児 歯 科
健 康 診 査

２月７日（木）
午後２時１０分～受付
※時間を区切り指
定します。

平成21年11月30日
～平成22年2月7日
生まれの児

母子健康手帳
アンケート用紙
歯ブラシ
コップ
タオル
お茶

母子健康手帳
アンケート用紙
尿50cc
みそ汁50cc

歯科診察・相談・フッ
素塗布
保護者で希望する方に
歯周疾患健診（200円）

身体計測、尿検査、内科
健診、栄養・育児相談
食生活改善推進員による
みそ汁塩分濃度測定

歯科診察・相談・フッ
素塗布

健康相談、血圧・体組成（体脂
肪率・基礎代謝量・筋肉量・内
臓脂肪レベルなど）・腹囲測定、
尿検査、尿中塩分濃度測定（１
日の摂取塩分量がわかります。
料金２回分で１００円）、開眼片
足立ち

福祉保健センター
ロビーでの

健 康 相 談

町内在
住の方

健康ファイル
または
健康手帳

尿検査希望
の方は、朝起
きてすぐの
尿をお持ち
ください。

こ ど も

●健康相談

３月５日（火）
午前１０時～１１時３０分受付

毎月20日の個別
健 康 相 談

２月２０日（水）・３月１９日（火）
いずれも２日前までに要予約
時間は予約時に相談の上決定

２月５日（火）
午前９時～１０時３０分受付

役場ロビーでの
健 康 相 談

事 業 名 日 　時 対 象 持ちもの 内 容 等

●健康診査

歯科診察・相談など

健康手帳または健康
ファイル
歯ブラシ・コップ・
タオル・料金 200円

40歳以上
の町内在
住の方

歯 周 疾 患
健 診

２月７日（木）
午後３時～３時１０分受付
２日前までに要予約

☆場所は福祉保健センター （役場ロビーでの健康相談は除く）

☆ 外出したあとは、こまめに手洗い・うがい忘れずに ☆

お問い合わせ：福祉保健センター内健康福祉課（TEL５７－１５９１　FAX５７－１５９２）
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h e a l t hh e a l t h み ん な で 健 康み ん な で 健 康

①
子
ど
も
の
誤
飲
事
故
で
一
番
多
い
の
は

「
た
ば
こ
」
で
す
。
空
き
缶
を
灰
皿
の

代
わ
り
に
使
う
の
は
や
め
ま
し
ょ
う
。

　

た
ば
こ
に
対
す
る

感
受
性
は
個
人
差

が
大
き
く
、
少
量

で
も
症
状
が
出
る

こ
と
が
あ
り
ま
す
。

②
子
ど
も
の
口
の
大
き
さ
は
　

最
大
32
㎜

で
、
こ
れ
よ

　

り
小
さ
な
も

　

の
は
飲
み
込

　

め
て
し
ま
い

　

ま
す
。

　

後
始
末
や
保

　

管
管
理
を
徹
底
し
ま
し
ょ
う
。

事
故
の
原
因
は
子
ど
も
の
成
長
に
よ
り

変
わ
っ
て
き
ま
す
。
次
の
も
の
に
特
に

注
意
し
ま
し
ょ
う
。

③
あ
め
玉
、
こ
ん
に
ゃ
く
ゼ
リ
ー
、
餅
な

ど
は
幼
児
に
は
食
べ
さ
せ
な
い
よ
う
に

す
る
か
、
小
さ
く
切
っ

　

り
ま
し
ょ
う
。

　

ナ
ッ
ツ
類
は
、
３
歳
を

　

過
ぎ
る
ま
で
は
与
え
な

　

い
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

④
台
所
の
入
口
に
は
ガ
ー
ド
柵
を
設
置
し

ま
し
ょ
う
。

１
〜
19
歳
の
小
児
の
死
因
の
第
１
位

は
「
不
慮
の
事
故
」
と
な
っ
て
い
ま
す
。

子
ど
も
の
事
故
を
防
ぐ
に
は
、
周
囲

の
環
境
を
よ
り
安
全
に
整
え
る
こ
と

が
大
切
で
す
。

誤
飲
事
故
の
予
防
を
ポ
イ
ン
ト
に
お

家
の
中
の
安
全
を
見
直
し
て
み
ま

し
ょ
う
。

子
ど
も
の
誤
飲
事
故

子
ど
も
の
誤
飲
事
故

子
ど
も
の
誤
飲
事
故

防
ぎ
ま
し
ょ
う
！

防
ぎ
ま
し
ょ
う
！

防
ぎ
ま
し
ょ
う
！

●
中
毒
１
１
０
番

化
学
物
質
、
医
薬
品
等
の
誤
飲

に
よ
る
中
毒
事
故
の
相
談

☎
０
７
２‐

７
２
７‐

２
４
９
９

●
た
ば
こ
誤
飲
事
故
専
用
電
話

（
テ
ー
プ
に
よ
る
情
報
提
供
）

　

☎
０
７
２‐

７
２
６‐

９
９
２
２

も
し
、
誤
飲
事
故
が
起
こ
っ
て
し
ま
っ
た
ら

判
断
に
迷
っ
た
ら
問
い
合
わ
せ
を
！

注意するもの
たばこや吸い殻、床の上のホウ酸団子
や液体蚊取り

棚の上の救急箱、引き出しの中の薬、
冷蔵庫のシロップ薬、流しの漂白剤

年齢の目安

１２か月まで

１歳～２歳

３歳～５歳

32mm32mm

リモコン、ビーズなど細かい玩具、
キッチンタイマーの小型電池、洗面台
や流しの下の洗剤、ポリタンクの灯油
ポンプ、防虫剤、鏡台の化粧品、シャ
ボン液、はさみ

３
６
５
日
24
時
間
対
応

ど
ん
ど
ん
参
加

し
て
友
達
の
輪
を

広
げ
よ
う

　

妊
娠
中
の
こ
と
、
出
産
や
育
児
の
こ

と
、
い
ろ
い
ろ
知
り
た
い
な
…
な
ど

思
っ
て
お
ら
れ
る
妊
婦
さ
ん
や
ご
家
族

の
方
、
安
堵
町
の
フ
ァ
ミ
リ
ー
ク
ラ
ス

に
い
ら
っ
し
ゃ
い
ま
せ
ん
か
？

日
程　

①
２
月
27
日
（
水
）

　
　
　

②
３
月
７
日
（
木
）

　
　
　

③
３
月
12
日
（
火
）

　
　
　

④
３
月
17
日
（
日
）

  

４
回
１
コ
ー
ス
で
す
。
い
ず
れ
も
午
前

９
時
20
分
開
始  

終
了
予
定
時
間
は
正
午

で
す
。
た
だ
し
２
回
目
は
調
理
実
習
が

あ
り
、
午
後
２
時
30
分
頃
終
了
し
ま
す
。

対
象
者

妊
婦
と
そ
の
配
偶
者
（
２
・
３
回
目

は
そ
の
家
族
も
可
）

持
ち
物

母
子
健
康
手
帳
、
動
き
や
す
い
服
装

②
は
エ
プ
ロ
ン
、
三
角
巾
、
み
そ
汁

１
０
０
CC
程
度
、
歯
ブ
ラ
シ
、
コ
ッ

プ
、
タ
オ
ル
、
手
鏡

内
容 妊

娠
中
の
過
ご
し
方
、
分
娩
時
の
対

応
、
リ
ラ
ッ
ク
ス
法
、
歯
や
食
事
に

つ
い
て
、
調
理
実
習
、
手
作
り
ア
ル

バ
ム
、
絵
本
で
子
育
て
、
沐
浴
、
み

そ
汁
塩
分
測
定
（
食
生
活
改
善
推
進

員
よ
り
）
、
赤
ち
ゃ
ん
と
先
輩
マ
マ

と
の
交
流
会
な
ど

参
加
費　

５
０
０
円

　
　
　
　
（
テ
キ
ス
ト
、
実
習
費
含
む
）

お
問
い
合
わ
せ
・
申
し
込
み 

 　

健
康
福
祉
課 

　

☎
５
７
‐
１
５
９
１

　

FAX
５
７
‐
１
５
９
２

◆
１
月
24
日
（
木
）

会
員
研
修
に
て
養
成
講
座
生
を
ま
じ

え
て
交
流
会
を
実
施

研
修
テ
ー
マ
「
交
流
会
」

◆
１
月
29
日
（
火
）
、
30
日
（
水
）

リ
ー
ダ
ー
研
修
で
み
そ
作
り
体
験
を

実
施

広報あんど　Heart Full Information19
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食
生
活
改
善
推
進

協
議
会
だ
よ
り

フ
ァ
ミ
リ
ー
ク
ラ
ス
の
ご
案
内

健康ポスター展入賞作品



◆
犯
罪
者
は
、
顔
を
見
ら
れ
た
り
、
声
を

か
け
ら
れ
た
り
す
る
の
を
嫌
い
ま
す
。

ま
た
、
犯
罪
者
の
多
く
は
、
事
前
の
下

見
を
行
い
ま
す
。
で
す
か
ら
、
地
域
の

み
な
さ
ん
は
、
犯
罪
者
に
下
見
の
段
階

で
「
あ
き
ら
め
さ
せ
る
」
こ
と
が
一
番

の
犯
罪
対
策
と
な
る
の
で
す
。

◆
日
頃
、
見
か
け
な
い
人
（
不
審
者
）

に
対
し
て
「
何
か
用
事
で
す
か
？
」

と
か
「
ど
な
た
か
を
お
訪
ね
で
す
か
」

な
ど
の
積
極
的
な
声
か
け
は
勿
論
の

こ
と
、
ご
近
所
へ
の
声
か
け
を
励
行

し
、
地
域
で
犯
罪
を
防
ぐ
と
い
う
強

い
意
識
や
関
心
を
持
ち
ま
し
ょ
う
。

◆
普
段
か
ら
挨
拶
を
し
て
、
ご
近
所
と

親
し
く
し
て
お
き
ま
し
ょ
う
。

◆
犯
罪
者
（
不
審
者
）
は
、
人
の
目
や

声
か
け
を
嫌
い
ま
す
。

◆
日
頃
、
停
ま
っ
て
い
な
い
車
が
あ
れ

ば
、
ナ
ン
バ
ー
を
チ
ェ
ッ
ク
し
よ
う
。

◆
外
出
の
時
だ
け
で
な
く
、
家
や
車
の

鍵
を
か
け
る
習
慣
を
つ
け
ま
し
ょ
う
。

◆
各
家
庭
の
門
灯
な
ど
を
点
灯
し
て
屋

外
を
明
る
く
し
ま
し
ょ
う
。

◆
安
堵
町
を
安
全
・
安
心
の
街
に
す
る

た
め
、
各
自
治
会
や
地
域
安
全
推
進

委
員
、
自
主
防
犯
団
体
等
が
協
力
し

て
立
ち
上
げ
た
「
安
堵
町
防
犯
・
防

災
推
進
協
議
会
」

の
活
動
に
ご
協
力

と
ご
理
解
を
お
願

い
致
し
ま
す
。

　

古
の
歴
史
と
文
化
が
誇
る
町
安
堵
町

を
歩
き
な
が
ら
、
聖
徳
太
子
に
ま
つ
わ

る
伝
説
に
触
れ
、
壮
大
な
廣
瀬
神
社
の

砂
か
け
祭
り
を
お
楽
し
み
く
だ
さ
い
。

日
時　

２
月
11
日
（
月
・
祝
）

　
　
　

雨
天
決
行
（
激
し
い
雨
中
止
）

　
　
　

午
前
９
時
40
分
集
合

　
　
　

午
前
10
時
出
発

集
合
場
所　

Ｊ
Ｒ
法
隆
寺
駅
改
札
前

参
加
費　

２
０
０
円（
保
険
料
・
資
料
代
）

　
　
　
　

入
館
料
は
別
途

持
ち
物　

弁
当
・
飲
み
物

　
　
　
　

砂
除
け
ビ
ニ
ー
ル

解
散
場
所　

Ｊ
Ｒ
法
隆
寺
駅　

　
　
　
　
　

午
後
３
時
ご
ろ

行
程　

約
10
キ
ロ

お
問
い
合
わ
せ　

　

安
堵
町
商
工
会

　

☎
５
７
‐
１
５
２
４
（
平
日
）

　

安
堵
町
に
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー

を
設
立
し
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　

設
立
に
は
、
発
起
人
が
５
名
か
ら
10

名
程
必
要
で
す
。
会
員
の
総
意
で
は
あ

り
ま
す
が
、
セ
ン
タ
ー
設
立
時
に
は
理

事
に
な
っ
て
い
た
だ
く
こ
と
を
念
頭
に
、

広
く
安
堵
町
内
で
、
原
則
年
齢
60
歳
以

上
の
方
を
募
集
し
ま
す
。
ご
興
味
の
あ

る
方
、
一
度
、
話
を
聞
い
て
み
た
い
方

は
ご
連
絡
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

お
問
い
合
わ
せ　

郷　
宗
貞

　

☎
５
６
‐
５
７
５
０

　

安
堵
町
老
人
ク

ラ
ブ
連
合
会
の
皆

さ
ん
の
ご
協
力
に

よ
り
、
平
成
24
年

12
月
７
日（
金
）に
、

美
化
運
動
の
一
環

と
し
て
美
し
く
住
み
よ
い
ま
ち
づ
く
り

を
推
進
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
、
町
内

の
公
共
施
設
等
に
設
置
し
て
い
る
プ
ラ

ン
タ
ー
の
「
花
の
植
え
替
え
」
を
行
い

ま
し
た
。
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★
地
域
の
安
全
は

　
　
　

地
域
で
守
ろ
う
!!

安
堵
駐
在
所
だ
よ
り

安
堵
駐
在
所
だ
よ
り

安
堵
駐
在
所
だ
よ
り

安
堵
駐
在
所
　

☎・
　

57‐

2
6
0
3

FAX

み
ん
な
で
つ
く
ろ
う

安
全
・
安
心
の
街

緊
急
の
場
合
は
1
1
0
番

奈
良
県
警
察
本
部

☎
0
7
4
2‐

23‐

0
1
1
0

西
和
警
察
署

☎
0
7
4
5‐

72‐

0
1
1
0

安
堵
駐
在
所

☎
0
7
4
3‐

57‐

2
6
0
3

犯
罪
を
起
こ
さ
せ
な
い
街
づ
く
り

地
域
ぐ
る
み
に
よ
る
防
犯
活
動

の
実
現

住
民
同
士
の
連
帯
意
識
を
持
つ

こ
と
が
重
要

安
堵
町
防
犯
・
防
災
推
進
協
議
会
の

活
動
に
ご
協
力
を

歴
史
の
町

安
堵
町
か
ら
廣
瀬
神
社

（
砂
か
け
祭
り
）

〈
安
堵
町
観
光
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
会
〉

プ
ラ
ン
タ
ー
の
花
の

植
え
替
え
を
行
い
ま
し
た

シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー

発
起
人
募
集
中



ベビママサロン・絵本のひろば
（詳しくは21・22ページ参照）
◯福祉保健センター
◯午前10時～正午
３歳６か月児健康診査（詳しくは18ページ参照）
◯福祉保健センター
◯午後１時30分～２時
ねこじゃらし　おはなし会（詳しくは22ページ参照）
◯福祉保健センター図書室
◯午後２時～

健康相談（詳しくは18ページ参照）
◯役場ロビー
◯午前９時～10時30分
確定申告相談（詳しくは８ページ参照）
◯いかるがホール
◯午前9時30分～午後４時
確定申告相談（詳しくは８ページ参照）
◯いかるがホール
◯午前9時30分～午後４時
２歳児親子歯科健康診査（詳しくは18ページ参照）
◯福祉保健センター
◯午後１時10分～
３歳児歯科健康診査（詳しくは18ページ参照）
◯福祉保健センター
◯午後２時10分～
歯周疾患健診（詳しくは18ページ参照）
◯福祉保健センター
◯午後３時～３時10分
確定申告相談（詳しくは８ページ参照）
◯いかるがホール
◯午前9時30分～午後４時
らっこくらぶ（詳しくは22ページ参照）
◯福祉保健センター
◯午前10時20分～

安堵町観光ボランティアの会
～歴史の町安堵町から廣瀬神社～（砂かけ祭り）
（詳しくは20ページ参照）
◯ＪＲ法隆寺駅集合　◯午前９時20分～
天理軽便鉄道模型運転会（詳しくは15ページ参照）
◯歴史民俗資料館　◯午後１時30分～

クリーン作戦（町内の清掃）
◯町内
◯午前８時　※雨天の場合は翌日に順延
人権・行政相談日（詳しくは12ページ参照）
◯役場３階会議室
◯午後１時～３時

ベビママサロン（詳しくは21ページ参照）
◯福祉保健センター
◯午前10時～11時45分

親子もちつき大会（詳しくは15ページ参照）
◯歴史民俗資料館
◯午後１時～

献血（詳しくは11ページ参照）
◯役場前
◯午後１時30分～４時
個別健康相談（詳しくは18ページ参照）
◯福祉保健センター　予約制　※２日前までに要予約

ベビママサロン（詳しくは21ページ参照）
◯福祉保健センター
◯午前10時～11時45分

確定申告相談（詳しくは８ページ参照）
◯奈良税務署
◯午前９時～午後５時
かきもち・きりこ作り（詳しくは15ページ参照）
◯歴史民俗資料館
◯午後１時30分～

ファミリークラス（詳しくは19ページ参照）
◯福祉保健センター
◯午前９時20分～正午
工作クラブ（詳しくは22ページ参照）
◯福祉保健センター２階会議室
◯午後４時～５時
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２月の主な行事予定カレンダー

◯：場所　◯：時間　　※行事は変更される場合がありますので、ご了承ください。所 時
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２月の主な行事予定カレンダー

日
時　

２
月
１
日
（
金
）、
15
日
（
金
）、 

　
　
　

22
日
（
金
） 

　
　
　

各
日
午
前
10
時
〜
11
時
45
分 

場
所　

福
祉
保
健
セ
ン
タ
ー 

　

ベ
ビ
マ
マ
サ
ロ
ン
は
、
小
さ
な
子
ど

も
と
マ
マ
達
が
楽
し
く
遊
ん
だ
り
お

し
ゃ
べ
り
し
た
り
、
リ
ラ
ッ
ク
ス
で
き

る
交
流
の
場
で
す
。 

　

第
１
金
曜
日
は
11
時
頃
か
ら
絵
本
の

読
み
聞
か
せ
や
紙
芝
居
、
手
遊
び
も
あ

り
ま
す
。
赤
ち
ゃ
ん
か
ら
就
学
前
ま

で
、
入
退
場
は
自
由
で
す
。
初
め
て
の

方
も
大
歓
迎
、
気
軽
に
遊
び
に
お
し
ゃ

べ
り
し
に
来
て
く
だ
さ
い
。
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茶
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動
き
や
す
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も
よ
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で
お
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し
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だ
さ
い
。
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５
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お知らせ● ●
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の
お
知
ら
せ



町長賞町長賞

22

広報「あんど」は再生紙を使用しています。

町のうごき（１月１日現在）　■人口　7,750人（前月比１人増）男3,729人　女4,021人 ■世帯数　3,320世帯（前月比７世帯増）

安堵町人権・同和問題啓発活動推進本部 毎月11日は人権を確かめあう日です

テンイチ

「てんいち」とは、てん（英語の10）と、いち（１）を合わせて１１（毎月11日は人権を

確かめあう日）という意味です。

1 2 3 4

「小さい子の時間」（2・3歳～）
　　午後2時～2時20分
「大きい子の時間」（5歳～）
　　午後2時30分～3時
◎おはなし・絵本・紙芝居
◎場所：図書室

以前のママらっこです。
改名しました。

午前10時20分開始
福祉保健センター３階
対象：小学校入学までの子どもと保護者

共催 ベビママサロン
絵本のひろばBe－輪

び わ

ベビママサロンで遊んだあ
とは「絵本タイム」

おたのしみ手遊び・紙芝居

絵本のひろば
ベビママサロンらっこくらぶ

図
書
カ
レ
ン
ダ
ー
●
は
利
用
日

2

月

日 月 火 水 木 金 土 

福祉保健センター２階
☎57-1590 FAX57-1592
［利用時間］午前10時～午後５時

安堵町福祉保健センター図書室

本の窓
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８
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地
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５
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１
５
１
１

工作クラブ

2月27日（水）

午後4時～5時

◎場所：福祉保健センター

　　　　2階会議室

◎道具はこちらでご用意いた

　します。

◎無料です。

　お気軽に！

　月　 日（土）
　月　 日（土）
2
3

福祉保健センター福祉保健センター

2 月 8 日（金）
「節句のお飾りづくり」
　参加費：１００円

7

14

21

28

『第6回　安堵町読書感想文・感想画コンクール』『第6回　安堵町読書感想文・感想画コンクール』『第6回　安堵町読書感想文・感想画コンクール』
受賞作品の本受賞作品の本受賞作品の本

2
2 1月はお休みです。

午前11時～正午
（入退場自由）

午前11時～正午
（入退場自由）

※第１金曜日ではありません。
　ご注意ください。

●蔵書整理のため、
　2月18日㈪～2月23日㈯は
お休みさせていただきます。皆様に
はご不便をおかけいたしますが、ご
協力のほどよろしくお願いします。
～～～～～～～～～～～～～～～～～～
●閉室に伴い特別貸出を行います。
　期間　2月4日㈪～2月16日㈯
　貸出冊数　ひとり10冊
　貸出日数　3週間
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子どもたちが心を動かされた本です。
みなさんもぜひお読みください。町長賞町長賞

感想文 感想画感想文 感想画

3 月 1 日（金）
2 月 1 日（金）

3 月 8 日（金）
「ねこじゃらし（おはなし会）」

図書室お休みのおしらせ図書室お休みのおしらせ

デブの国ノッポの国 心の森 カラフル １００かいだてのいえ

くちばし
－どれが一番りっぱ？－

カモのきょうだい
クリとゴマ


